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ま え が き

株式会社 三蕗コンサルタンツは､社団法人 海外農業開発コンサルタンツ協会の補助を得て､

平成9年4月9日から4月30日までの22日間にわたって､象牙海岸共和国､ケニア共和国の2ケ

国の農業･農村開発のためのプロジェクトファインデイング調査を実施した｡

象牙海岸共和国は､ 1960年の独立以降､ 70年代束までの約20年間､ココア､コーヒーの生産の

順調な拡大により､ ｢象牙の奇跡｣と言われた高度経済成長を維持した｡しかし､ 1977年以降の国

際価格が急落し始め､政府の財政状況は一挙に悪化したため､現在､モノカルチャーからの脱却が

はかられている｡

象牙海岸共和国において農業は基幹産業であり､ GDPに占める農業部門の割合は37.4% (1993年)

である｡農業開発マスタープラン(1991-2015)においては食糧自給と食糧安全保障の追究､農業

生産の多様化､生産性及び競争力の改善､漁業の振興,森林資源の再整備の5項目を基本目標に掲

げている｡中でも､今後最も生産拡大を目指す作物は､稲(陸稲､水稲)であり､年率90%の増産

を計画している｡

一方､ケニア共和国の経済は1985年以降経済成長､物価水準とも比較的順調に推移してきたが､

1990年代に入ると湾岸危機による石油価格上昇や観光不振､コーヒーの国際価格の低迷による輸出

収入の減少等の他､人権抑圧への懸念や経済改革の停滞等に対する援助国側の一部援助の見合わせ

等により､経済は極めて深刻な状況に陥った｡その後､農業､工業および金融の各部門における世

銀主導による構造調整に取り組み､その努力が援助各国に評価され､ 1993年11月更なる改革実施を

条件に｢ケ｣国への支援が合意されている｡

｢ケ｣国の第8次国家開発計画(1997-2001)によると､この5年間の年間平均GDP成長率は全

産業平均で5.9%に設定されており､特に､産業･農村開発部門では､農業部門の多様性とⅣICs諸

国の発展形態に着目し､その役割を食糧自給のみではなく､食品加工業や工業原料の供給まで含め､

幅広く国家経済に貢献させることを目標としている｡

このような状況下で､象牙海岸共和国､およLびケニア共和国が農業･農村開発を実現するために

は､日本の技術･経済協力に対して期待するものが大きい｡将来､これらの事業計画が日本政府の

協力する案件として取り上げられ､我が国と当該国の技術･経済協力として推進されることを期待

いたします.

平成9年4月

株式会社 三蕗コンサルタンツ

取締役社長 渡 辺 滋 勝
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1.背 景

1.1一般概況

象牙海岸共和国(以下｢象｣国)はギニア湾北岸に位置し､西アフリカ沿岸諸国の中でも大

きな国のひとつであり(面積32万2,463km2､人口1,423万人､人口密度44人収m2 (いずれ

も1995年))
､西アフリカ最大の貿易中心地でもある｡国民の多くは首都Yamoussoukroや

BoⅦake等のある中部地域周辺や､郊外を含めて300万人をこえると推定される商業都市

AbidjanやGrand Bassam等のある沿岸部地域周辺に住み､内陸部である北部の人口は比較

的少ない｡

国内には60をこえる部族があるが､大きく北西部のMande系､北東部のVoltaiq､1e系､

南西部のKrou系､南東部のAkan系住民に分けられる｡主要民族は北西部に分布するMalinke

族(Mande系)
､北部に分布するSenoufo族(Voltaique系) ､中央西部に分布するBete族

(E∫ou系)
､中央部に広く分布するBaoule族(Akan系) ､東漸こ分布するAgni族(Akan

系)等である｡宗教は部族固有の宗教が主体であるが､サハラ交易の影響を受けた内陸部では

イスラム教徒が､またヨーロッパ人との接触を深めた沿岸部ではキリスト教徒も多い｡

｢象｣国は1960年の独立以降､ 70年代末までの約20年間､ココア､コーヒー生産の順調

な拡大により､ ｢象牙の奇跡｣と言われた高度経済成長を維持した｡しかし､ココア､コーヒ

ーの国際価格は1977年を墳に急落し始め､政府の財政状況は一挙に悪化し､ 1981年以降各種

農業関連開発公社の活動規模･領域の縮小､統配合を含む世銀の構造調整が始められた｡しか

し､現在も多額の対外債務を抱え､経済再建に向けた改革を進めている｡

1.2 農 業

農業は依然として国家の基幹産業であり､ 1993年の輸出総額の51%を農産物(農産物全休

の67%がココア､コーヒー類)が占めている｡しかし､ 1985年の72%に比較すると21%も

低下したことになり､ココアやコーヒーのモノカルチャーからの脱却に向けた努力の成果がで

てきている｡

一方､ GDP部門別国内総生産に占める農業部門の割合は､ 1985年の29.8%から､近年は

1991年38.4%､ 1992年36.7%､ 1993年37.4%となり､農業部門の比重が80年代後半より

大きくなっている｡また､農業人口は700万人以上におよび､全人口の58%が農業によって

生計を立てているほか､全経済活動人口471万人のうち275万人が農業労働人口であり(いず

れも1993年)､依然として国家経済における農業セクターの役割は大きい｡

1993年の土地利用データによると､総陸地面積の約12%が農業に利用されているが(耕地

面積7.7%､永年作物4.0%) ､ 41%を永年草地が占めることから､水資源の確保がなされれ

ば､将来的に農業開発ポテンシャルの高い地域が多数ある｡

LE iI



2.上位計画

｢象｣国の農業開発マスタープラン(1991-2015)は､生産性および競争力の改善､食糧

自給と食糧安全保障の追求､農業生産の多様化､漁業(海および内水面)の振興､森林資源の

再整備の5項目を基本目標に掲げている｡これらの目標達成のため､現在､生産および流通活

動からの国の直接関与の撤退､若年層の農村定住化､農民層の地位向上と地域活性化､技術指

導諸機関の再統合､農民の研修･教育､流通活動の改善､土地改良および土地政策の実施､食

用作物および畜産物を対象とした試験研究の振興等の農業政策を推進している｡

農業開発マスタープラン(1991-2015)の生産目標によると､今後最も生産拡大を目指す

作物は稲(陸稲､水稲)であり､年率9.0%の増産を計画している｡これは､農業生産目標に

記載されている19品目中最も高い増加率であり､これによって基準年1990年の687千トン

から2015年には3,990千トンと6倍近い増産を目指している｡なお､ ｢象｣国の稲作は単位

収量の低い陸稲が主体であるが､マスタープランでは2015年に稲作付面積の約14%､ 188千

haの水稲の作付目標を掲げている(1995年: 7%弱､ 50千ha) ｡その他､ゴム､野菜､パ

イナップル等の作物について年率6.0%以上の増産を計画しているが､主要輸出品目であるカ

カオは年率0.6%､コーヒーは同2.0%の増産目標に留まっている｡

｢象｣国の行政区分は現在16 Region, 58 Departement､ 230 Sub･Prefectureに分かれて

いるが､農業及び動物資源省計画局によると今後順次各Regionの農業開発マスタープランの

作成にとりかかり(1997年にはどのRe由onを対象とするかは未定であるが､ 2 Regionのマ

スタープラン作成を予定)
､そのマスタープランに基づいた農業開発を実施していく方針であ

る｡
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3.ラック地域農業農村開発事業計画

3.1一般概況

本調査地区となるLacs Regionは､ ｢象｣国のほぼ中央に位置し､北からTiebissoⅦ､

Yamoussoukro､ Tou皿Odiの3つのDepartementからなる｡面積は約9,000km2あり､人口

約48万人､人口密度53.3人ni皿2である(1995年).地形は比較的なだらかであるが､南部に

いくに従って若干標高が低くなる｡ Kan川等の通年河川をはじめ中小河川が数多く北から南

へ流下している｡また､地区の西端には｢象｣国で最も年間流出量の大きいBandama川が南

へ流下し､北西端にはそのBandama川に築造された発電用ダムによる人造湖､ Kossou湖が

一部含まれる｡

年間平均降水量は約1,000-1,4∝)mmの地帯にあたる｡調査地区の東隣に位置する

Dimbokroの気象データによると､年間平均雨量は1,187mmであり､ 3-7月および9､ 10

月の7ケ月間は月間平均雨量が100mmをこえ､最も少ない1月は13mmである｡月別日平

均気温は1年を通じてさほど大きく変化しないが､ 3月から4月が最も高く(30oC) ､ 8月が

最も低い(27oC) ｡

部族はAkan系Baoule族が主体で､建国の父であるウフエボワニ前代統領もベデイエ現代

統領もBaoule族出身である｡

3.2 農 業

｢象｣国の稲作は陸稲が主体であるが､本調査地区および周辺地区は近年水稲栽培が年々盛

んとなり､ ｢象｣国における稲作栽培の中心地域となっている｡

地区内には｢象｣国政府によって建設されたものの十分利用されていないダム等の既存の農

業水利施設OiOubiダム)も散見され､リハビリ事業も-部調査地区内で実施される予定であ

る｡また､水稲を含んだ新規小規模濯概開発も実施済みあるいは実施予定である(日本:

IJOkapli､ EU : Saknssou等).

農産物の販売･流通面では首都Yamoussoukroを含むほか､人口の集中している沿岸部や

｢象｣国第二の都市Bouakeにも近く､これらの地域･都市とは幹線道路で結ばれており､市

場面でも有利である｡

現在､調査地区内の農地ははとんど濯概･排水施設がなく､道路沿いにみられる粗放的な焼

き畑農業や集落周辺の天水農業が行われている｡村落周辺では自家食用にヤムイモ､トウモロ

コシ､キャッサバ等のローテーション栽培が行われているが､収量的にはあまり多くない｡
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3.3 計画概要

(1)目的

本調査地区中央にはAbidjanからBouakeへと通じる幹線道路が走り､運輸面での利便性は

高いものの､現在農業以外に目立った産業はない.従って､地区住民の大多数を占める農民の

自助努力を支援し､農業生産の増大による所得向上､農村開発による社会インフラの整備を通

じてLacsRegionの健全な農業発展･経済発展左目的とする｡あわせて､長期的には食糧保障

と国家経済への貢献を目指す｡

(2)計画内容

調査は2つのフェーズからなり､第1フェーズではLacsRegionの農業･農村開発マスター

プランの策定を行い､第2フェーズでは上記マスタープランに基づいてプライオリティの高い

事業(地区)についてフィージビリティ調査を実施する｡

第1フェーズでは､実施済み･計画農業開発､濯概･排水､土地利用､農業生産､農業支援

活動､農産物流通･加工､地域･農業経済､農村社会､地形･地質､水理･水文･気象､社会

インフラ施設､自然･社会環境等に関する基礎調査を行う｡特に､既存水利施設のリハビリ･

拡張の可能性や運営･維持管理面からの改善を詳細に検討し､小さい投資規模で効果の発現が

早い事業の可能性について検討する｡

第2フェーズでは､プライオリティの高い地区についてフィージビリティ調査を実施し､土

地利用計画､営農計画､濯概排水計画､農業支援休制計画､農民組織計画､農村基盤計画､環

境保全計画､主要施設概略設計､施設維持管理計画､事業費積算､事業実施計画等を含むモデ

ル農業･農村開発計画を策定する｡

(3)稗益効果

本計画の実施による稗益効果は以下の通りである｡

一点業生産の拡大

一農業所得の増大

一家計の安定および貧困緩和

一農業関連産業(農産加工)による就業機会の増加

一人的資源開発(政府および農民の実施体制強化)

-

｢象｣国の他地域農業開発に対する展示効果の発現

一地域経済･国家経済への貢献

一国家食糧保障への貢献
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(4)特記事項

本計画はLacs Regionの農業開発マスタープラン策定を第1段階とし､第2段階では優先

事業のフィージビリティ調査および事業実施計画の策定を行うものである｡このうち第1段階

の農業開発マスタープランの策定は､現在｢象｣国政府農業および動物資源省計画局が推進し

ている"Regionに基づく農業開発〃に沿ったものである｡

3.4 稔台所見

本調査地区は｢象｣国の中央部に位置し､交通の利便性も高い｡首都周辺ということもあり

｢象｣国政府も注目している地域である｡地形的になだらかであり農地開発に適しているとと

もに､降雨などの自然条件も好適であり､農業開発のポテンシャルの高い地域である.さらに

地域内のKan河水系は規模的には大きくないものの､通年にわたる降雨のため､年間を通じ

て適度な流出量を望める｡これらの河川に対しての小-中規模の堰,ダム等による濯漉開発の

可能性は非常に高い｡

また, ｢象｣国建設によるKoubi地区の既存ダム(もともとスプリンクラーによるパイナ

ップル濯概を予定)等のリハビリあるいは下流部水田濯漉を取り入れた再活性化なども考えら

れ､事業実施のポテンシャルは高い｡

3.5 先方相手機開

先方機関は､農業及び動物資源省計画局とする｡計画局はリージョンベース農業開発計画策

定にあたっての責任機関であり､調査にあたっては､関係各局との調整にあたる｡なお､本調

査の中では濯概関連が重要な一項Elとなるものの､現在同省の中には濯漉排水を取り扱う部局

はない｡

｢象｣国の濯概は稲作のみを対象として実施されており､これは別途公社である｢稲作開発

推進機構｣が担当している｡
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4.コモエ河中流地域農業安定･農村活性化計画

4.1一般概況

本調査地区となるコモエ河中流域は､ ｢象｣国策3の河川､コモエ河の中流域に広がる地

域で､面積は約6,00Okm2あり､人口約21万人である(1995年)｡行政区分上は右岸側が

Ⅳzi･Comoe Regionに､左岸側がMoyen Comoe Regionに含まれる｡ N'zi･Comoe Regionで

は北からEttrokro､ Ouelle､ Daukro､ Arrahの各Sub･Prefectureが位置し､ Moyen Comoe

RegionではAgnibilekrou､ Abengourouの各Sub･Prefectureがあるが,コモエ河の中流域と

しては一体化した地域であり､両岸の農業生態系や地形､土壌等の自然条件は極めて似ている｡

標高的には100-200mの地域が大半を占め､一部200m以上の地域がコモエ河から離れた

地区西部および東部に分布する｡コモエ河が地区中央を北から南へ流下しており､無数の中小

河川が両岸からコモエ河へ流入している｡また､地区の西境界および東境界には｢象｣国最大

の都市Abidjanまで通じる幹線道路が走っており､路面の舗装状況は比較的良い｡年間平均降

水量は1,100-1,300mm程度あり､北部ほど少ない傾向にある｡

部族はAkan系Agni族が大多数を占めるが､一部北西部(Daukro周辺)はBaoule族も住

んでいる｡ Daukroはベデイエ現代統領の出身地である｡

4.2 農 業

本調査地区では､かつてカカオやコーヒー等輸出作物の生産が広く行われていた｡しかし､

輸出作物の国際価格の下落に加え､ 1983年以降は干ばつ等の天候不順や山火事等も重なって､

カカオ･コーヒーの枯死による廃園が相次ぎ､離村して西部のDaloaやGagnoa近辺へ移住

する農民も数多くみられ(移住は現在も一部地域で進行している)
､移住先では部族間抗争や

土地問題等も-部で生起している.

カカオやコーヒーを廃園にした農民は粗放的な焼畑農法によって陸稲やトウモロコシ等を

栽培し､生計を維持している｡一般に農作業はダバと呼ばれる手鍬を使用して行われ､深耕や

役牛による耕起等は行われていない｡

本地区における農民へのインタビュー結果の概要は以下の通りである｡

一千ばつと山火事によるカカオ･コーヒー枯死以来､焼き畑農業を行っている

一通常同じ土地では2年間作付けを行い､約5年の休閑後再び火入れを行う

一陸稲､トウモロコシやヤムイモは自家食用だけでなく販売もしている

一版売時期による農家庭先価格の変動が著しい

一運撮手段を持たないので､仲買人が圃場まで直接買い付けに来る｡結果として買いた

たかれる｡-
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現在､地区内では広く一般的に焼き畑農業が行われているが､人口流出による人口圧の減少

と降雨による森林の回復もみられ､かろうじて,現在までのところ大きな問題には至っていな

い｡なお､ ｢象｣国全体では1970年代から今日に至るまでに森林資源が約1/4に減少してお

り､森林保護は重要な課題である｡

森林資源の維持･再生は｢象｣国政府の農業開発マスタープランの基本目標の一つでもあり､

森林開発公社(SODEFOR : Societe de Developpement des Forets)を中心に森林の回復を

推進している｡焼畑農法転換による森林資源の保護､人口流出村落の活性化および貧困緩和に

よる住民定住化は急務である｡

4.3 計画概要

(1)目的

本調査地区はかつてカカオやコーヒーを中心にした換金作物農業が盛んであったが､国際価

格の下落と天災により廃園を余儀なくされた地域であり､多くの住民が｢象｣国の西部地域へ

と移住していった｡しかし､現在でも約21万人の住民が暮らしており､森林減少を招く焼畑

農業によって生計を維持している｡

上記状況に鑑み､以下の各項目を目的とする｡

一無秩序な焼畑農業の秩序化･安定化

一農村地域の活性化､これによる人口流出の低減

一人口流出防止による民族間摩擦の緩和

一農業生産の増大による所得向上･貧困の緩和

一農民の自助努力支援

一農村開発による社会インフラの整備

一流域として調和のとれた開発･発展

これらを通じて､長期的には焼畑農業からの脱却､環境に負荷をかけない農業の定着､食糧

保障と国家経済への貢献を目指す｡

(2)計画内容

調査は2つのフェーズからなり,第1フェーズでは村落インベントリー調査等を通じた調査

地区の発展阻害要因についての分析およびパイロット事業地区の概定を行い､第2フェーズで

はパイロット事業地区についてのフィージビリティ調査を実施する｡
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第1フェーズでは､コモエ河中流域として地域を包括的に捉えるとともに､主としてコモエ

河中流域の各支流の水資源賦存状況を調査し､小規模濯概への利用が可能な水資源量を的確に

把達する｡また､過去に行われていたカカオやコーヒーを中心とした換金作物農業と,現在行

われている陸稲､トウモロコシ等の粗放的焼畑農業の実態調査から､現地に適応し､環境に負

荷をかけない農業開発計画を策定する｡

さらに､村落インベントリー調査を通じて各村落の住民の離村状況や人口動態､農業形態､

社会インフラ施設等の状況を把挺する｡これら調査結果に基づいて､村落リストの作成とその

類型化､問題点の抽出とその解決方法の立案を行い､プライオリティの高い村落をパイロット

村落として位置付ける｡

その他､実施済み･計画農業開発､濯概･排水､土地利用､農業生産､農業支援活動､農産

物流通･加工､地域･農業経済､農村社会､地形･地質､水理･水文･気象､社会インフラ施

設､自然･社会環境等に関する基礎調査を行い､最終的にパイロット事業地区を選定する｡

第2フェーズでは､パイロット事業地区について農業の安定化､村落の活性化､貧困の緩和､

住民の定住化等からなるフィージビリティ調査を実施し､土地利用計画､営農計画､濯概排水

計画､農業支援体制計画､農民組織計画､農村基盤計画､環境保全計画､主要施設概略設計､

施設維持管理計画､事業費積算､事業実施計画等を含むモデル農業･農村開発計画を策定する｡

なお､計画の骨子となるのは小規模濯概導入ならびに農業普及サービスの充実による焼畑農業

転換である｡

(3)稗益効果

本計画の実施による稗益効果は以下の通りである｡

-農業生産の安定化と森林資源の保護

一住民流出村落の活性化と民生の安定

一農業所得の増大

一家計の安定および貧困緩和

一農業関連産業(農産加工等)による就業機会の増加

一人的資源開発(政府及び農民の実施体制強化)

一地域経済･国家経済への貢献

一国家食糧保障への貢献

(4)特記事項

本計画の背景には､移住先での移住民による森林資源の破壊､土地問題や部族間抗争の解決
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等もある｡移住農民の中心はAknn系Baoule巌､ Agni族であるが､移住先の多くはKrou系

Bete族が主体的な地域であり､一部で衝突が生じている｡従って, ｢象｣国国内の民生安定

に本計画は大きく寄与する｡

また､本調査地区の左岸側Moyen Comoe Regionでは､現在ドイツ政府(GTZ)の援助に

より､森林資源の保護と農業生産の安定を目的としたプロジェクトが進行中である｡このプロ

ジェクトは農村開発支援局(ANADER : Agence Nationale d'Appui au Developpement

Rural)とともに実施されているが､本計画の実施にあたっては､既にGTZが実施したコン

ポーネントを含まないように明確なデマケ-ションを行う｡

4.4 稔合所見
I

本調査地区は1970年代の｢象牙の奇跡｣を支えた地域であるが､現在は天候不順や国際価

格の下落等によって貧困に苦しめられている地域である｡コモエ河左岸地区はドイツ政府によ

る森林保護プロジェクト等が進行しているが､右岸地区はカカオやコーヒー閲等も放置された

ままである｡

本計画は農業生産の安定のみならず､住民の定住化を通じた民生の安定という大きな目標も

あり､ ｢象｣国政府は日本からの技術及び資金協力を希望している｡

4.5 先方相手機閑

先方機関は､農業及び動物資源省計画局とする｡調査に際しては､カウンターパート機関と

して協力にあたるとともに関係各局-たとえば稲作開発推進機構､農業改良普及の場合

ANADER- との調整にあたる｡
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5.象牙海岸国北部中央地域稲作促進農業開発事業計画

5.1一般概況

本調査地区となるSavanes Regionは､ ｢象｣国の北中部に位置し､ 4つのDeparte皿ent

からなる(Tengrela､ Boundiali､ Korhogo､ Ferke)
｡地区面積は約40,000km2あり､人口

約98万人､人口密度24.3人/ km2である(1995年)｡ Korhogoは｢象｣国北部における中心

都市であり､ Korhogo Sub･PrefectureにRegion全体の1/4となる約24万人が居住する.な

お､地区の東部コモエ河周辺は国立公園(Par° National de la Comoe)にも含まれ比較的人

口の少ない地域である｡

陸上交通の要衝はBouakeを経てAbidjanへと通じる舗装道路およびAbidjanを起点に

Burkina Fasoまで伸びる鉄道が走るFerkessedougouである｡国内線用ではあるが空港も

Korhogo､ Boundiali､ Ferkessedougouの3ケ所にある｡

地区西部のBoundiali Departementには一部標高400m以上の地域が分布しているが､地

区内のほとんどの地域は標高400m以下である｡

地区は大きく3水系iこ分割され､西からニジェール河に注(I Bagoe川水系､地区の中央を

南下するBandama河水系､地区の東境界を流れるComoe河およびLeraba河水系がある｡

このうち面積的にはBandama河水系が最も広い面積を占める｡

年間平均降水量は約1,000-1,500mmの地帯にあたる｡一般に調査地区の西部から中央部

のKorhogo周辺あたりは1,300mm以上の降水量がある.調査地区中央に位置するKorhogo

の気象データによると､年間平均雨量は1,511mmであり､ 5-10月の6ケ月間は月間平均雨

量が100mmをこえる｡最も多い8月は325mm､最も少ない12月は6mmである(1951-

80年平均)
｡月別日平均気温は7月から8月が最も低く(25oC)

､ 3月から4月が最も高い

(29oC)｡

部族はVoltaique系Senoufo族がほとんどであり､一部Comoe河周辺部にMande系Dioula

族が分布している｡

5.2 農 業

調査地区の食用作物の主体は､トウモロコシやヤムイモ､陸稲等であり､ ｢象｣国の中部か

ら南部でみられるキャッサバやプランティン(料理用バナナ)等は少ない｡また､換金作物と

して広く落花生や綿花の栽培が行われており､特に綿花栽培はSavanes Region全体で稲の4

倍以上の作付け面積となっている(128,000ba : 1995/96) ｡

農業及び動物資源省傘下の農業開発関連公社のひとつである稲作開発推進機構(PNR :

Projet National Riz一旧SOPRORIZ : Structure d'Organisation et de Promotion de la

Rizculture)によると､ Savanes Regionの1995/96年度の主要作物作付け面積は以下の通り

である｡-
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作物 作付け面積(千ba)

棉(陸稲+水稲) 30

綿花 128

トウモロコシ 56

落花生 29

稲栽培の中心は約20,000haを占めるKorhogo Departementである｡また､ Korhogo

Departementにおける水稲の単位収量(1993/94)は陸稲で1.9トン瓜a､水稲で3.1トン瓜a

である｡

地区内には既存の農業水利施設も-部建設されているが､基本的には天水に依存した粗放的

な農業であり､低い生産性と不安定な農業生産構造となっている｡

5.3 計画概要

(1)目的

本調査地区の農業の主体は､トウモロコシおよび穀類等の食用作物と綿花や落花生に代表さ

れる商品作物である｡何れも天水農業であることから生産性も低く､生産量も安定しない｡従

って､小規模濯概の普及と稲栽培の推進を通じて天水に依存した農業構造を改善し､農業生産

の増大を目指すと共に､地区農民の自肋努力支援､農業所得の向上､農村開発による社会イン

フラの整備,ならびにこれらを通じたSavanesRegionの健全な発展を目的とする｡あわせて,

長期的には稲作可能地域への展示効果の波及と食糧保障､国家経済への貢献を目指す｡

(2)計画内容

調査は2つのフェーズからなり､第1フェーズでは農業開発マスタープランの策定と優先開

発事業(地区)の選定を行い､第2フェーズでは上記マスタープランに基づいて優先開発事業

(地区)についてのフィージビリティ調査を実施する｡

第1フェーズでは､実施済み･計画農業開発､濯概･排水､土地利用､農業生産､農業支援

活動､農産物流通･加工､地域･農業経済､農村社会､地形･地質､水理･水文･気象､社会

インフラ施設､自然･社会環境等に関する基礎調査を行う｡特に､各水系毎に水資源賦存状況

を調査し､小規模濯概事業として農業利用が可能な水資源量を的確に把握するとともに､既存

水利施設のリハビリ･拡張の可能性や運営･維持管理面からの改善を詳細に検討する｡これら

の調査結果を基に村落インベントリーを作成し､村落の分布状況､現況農業の問題点等を明確
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にする｡

第2フェーズでは,プライオ1)ティの高い地区についてフィージビリティ調査を実施し､主

として稲作推進を目的とした土地利用計画､営農計画､潅概排水計画､農業支援体制計画､農

民組織計画､農村基盤計画､環境保全計画､主要施設概略設計､施設維持管理計画､事業費積

算､事業実施計画等を含むモデル農業･農村開発計画を策定する｡

(3)稗益効果

本計画の実施による稗益効果は以下の通りである｡

-農業生産(特に稲作)の安定･拡大

一農業所得の増大

一農村基盤施設の拡充

一人的資源開発(政府および農民の実施休制強化)

- ｢象｣国の他地域農業開発に対する展示効果の発現

一地域経済･国家経済への貢献

一国家食糧保障への貢献

(4)特記事項

本計画はSavanesRegionの農業開発マスタープラン策定を第1段階とし､第2段階では､

稲作を含むところの優先事業のフィージビリティ調査および事業実施計画の策定を行うもの

である.このうち第1段階の農業開発マスタープランの策定は､現在｢象｣国政府農業及び動

物資源省計画局が推進している``Regionに基づく農業開発''に沿ったものであるo

5.4 稔台所見

本調査地区は｢象｣国の内陸部に位置しているものの､年間降水量等の自然条件の制約はな

い｡むしろ､古くから陸稲等の栽培が行われていた地域である｡すなわち､稲作技術･稲作文

化基盤が既にある程度形成されていることから､稲作を中心とした農業開発にとって､

Savanes Regionは開発ポテンシャルの高い地域である. ｢象｣国政府は本地域の農業発展の

ため､日本政府による開発調査の技術協力を望んでいる｡

5.5 先方相手機閑

農業及び動物資源省下の稲作開発推進機構肝NR)とする｡
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1.背 景

1.1一般概況

ケニア共和国(以下｢ケ｣国)はアフリカ大陸東部に位置し､南東部はインド洋に面する｡

面積は日本の約1･5倍の58万367km2､人口2,602万人､人口密度44.8人(1994年)である｡

東部には平野が広がるが､内陸部は高原が占め､その高原には南北方向に大地溝帯(Great Rift

Valley)が走っている｡

人口の約1/3は土地の肥沃な高原地帯に居住し,特に首都ナイロビおよびCentral Province

周辺とビクトリア湖沿岸諸州(Nyanza Province､ Western ProviJICe)に集中している｡

国内には70近い民族がいるが､Kiknyu族､ Luhya族､ Luo族､ Kamba族､ Kalenjin族

の上位5民族で約70%を占める.部族抗争はケニア西部に集中しており､ Kalenjin族､ Masai

族等とKiknyu族間の抗争が一部にみられる｡そのほか､アジア系､ヨーロッパ系､~アラブ系

もそれぞれわずかながら生活している｡

宗教はキリスト教が主体であり､プロテスタント系約40%､カトリック系約30%､その他

部族固有の宗教が約25%を占める｡

国内経済は1985年以降経済成長､物価水準とも比較的順調に推移してきたが､ 1990年代に

入ると湾岸危機による石油価格上昇や観光不振､コーヒーの国際価格の低迷による輸出収入の

減少等の他､人権抑圧への懸念や経済改革の停滞等に対する援助国側の一部援助の見合わせ等

により経済は極めて深刻な状況に陥った｡その後､ ｢ケ｣国は農業､エ業および金融の各部門

における世銀主導による構造調整に取り組み､その努力が援助各国に評価され､ 1993年11

月更なる改革実施を条件に｢ケ｣国への支援が合意された｡

1.2 農 業

｢ケ｣国は他のアフリカ諸国に比較すると工業部門が発展しているものの,依然として農林

漁業が基幹産業であり､ GDPの約32%を占め､このうち農業が25%を占めている｡農業に

続く産業部門は政府サービス約16%､鉱業･採石業約13%等となっている(1994年)｡

｢ケ｣国の輸出総額の54%は農産物である(1993年)｡特にコーヒーと紅茶は1986年に輸

出総額の58%に達し､現在徐々に低下しているものの､依然として高水準にある｡両品目と

も不安定な国際価格の影響を受け易い一次産品であり､ ｢ケ｣国の国際収支の不安定化の要因

の一つとなっている.

近年､ヨーロッパや中東､南ア共和国を市場とした野菜や生鮮果実､切り花等の園芸作物の

輸出が伸びており(輸出量は1994年で1984年比2倍)
､第3の輸出品にまでなっている｡

一方､主食となるトウモロコシの生産は天候に大きく左右され､ 1986/87年より1990/91年

の5年間は生産量が200万トンをこえ,わずかながら輸出もしていた｡しかし､その後1994/95

年度までは輸入が続いている｡
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稲生産量は最近15年間にて30-40千トンで推移し(1981-1995)､大きな変動はみられな

い○しかし､国内需要は増加傾向にあり, 1994年には国内生産量の3倍近い約90千トンが輸

入された(主要輸入先:パキスタン) ｡

農業人口は全人口の76% (19,965千人､ 1993年)を占めるうえ､ 8,323千人の農業労働人

口も経済活動人口11,002千人の76%となり､国民の3/4が農業に依存して生活している｡

土地利用の状態をみてみると､耕地面積は国土のわずか7%､ 4,000千haに過ぎず､永年

作物作付面積520千baと合わせても8%に満たない｡国土の37%､ 30%をそれぞれ永年草地

および森林が占める(1993年) ｡
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2.上位計画

｢ケ｣国の第8次国家開発計画(1997-2001)によると､この5年間の年間平均GDP成長

率は全産業平均で5.9%に設定され､農業部門は4.4%とされている｡また､製造業部門のGDP

シェアを1.5%増やすことも目標とされている｡

また､貧困にあえいでいる1,100万人にもおよぶ国民の貧困緩和に向けた努力も強調されて

おり､一人当り年平均所得を1995年の275束ドルを2001年には329米ドルまで引き上げる

としている｡

同計画の農業･農村開発部門では,農業部門の多様性(経済成長､食糧生産､就業機会の創

出､輸出作物による外貨の獲得､製造業に対する原料供給等)とNICs諸国の発展形態に着目

し､その役割を食糧自給のみではなく､食品加工業やエ業原料の供給まで含め､幅広く国家経

済に貢献させることを目標としている｡

また､農業分野発展の阻害要因として貧弱な輸送･運搬システム(道路網)
､天水に依存し

た農業生産､不適切な生産資材使用､農村金融システム(特に小規模農家や女性対象)の欠如､

貧弱な農業普及体制等が挙げられている｡

食用作物や商品作物､畜産等の生産目標と並んで濯我と乾燥･半乾燥地帯(AnidandSemi

AridLands;ASAL)の開発がSub･Chapterとして取り上げられており､以下の項目を含んで

いる｡

-
濯概面積は小規模濯激辛業による16,700ha､国家潅概公社主導による大規模濯漉事業

による9,000ha等があるが､大規模潅混事業は多額の補助金の投入により経済性が悪

い(その他民間大規模農場による濯概(19,000ha)がある).

一
今後､既存システムの統合やリハビリに重点を置く｡

｢ケ｣国の国土の約80%､人口の25%が居住する乾燥･半乾燥地帯(AnidandSemi

Anid Lands)では､小型可搬ポンプを利用した展示農場を通じて､近年輸出が伸びて

いる園芸作物生産を奨励する｡

一
低コストで現地に適応した技術の導入が農業開発のキーファクタ-となる｡
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3.ビクト1)ア湖沿岸地区小農需要型港漉･農村開発計画

3.1一般概況

本調査地区となるビクトリア湖沿岸地区は､ ｢ケ｣国の西端部に位置し西はウガンダ､南

はタンザニアと接している｡地区内には北からWestern州のBusia県とNyanza州のSiaya､

Kisumu､ Homa Bay､ Migoriの4県が含まれる｡面積は水域を含めて13,225km2あり,人

口約330万人である(県により年度異なる:1989-1996)｡

標高はビクトリア湖の水面の平均水位1,134mから1,300m以内の土地が大半を占めている｡

年平均降水量は少ない地域で約750mm､多い地域で1,500mmあり､地区内にはNzoia川､

Yala川､ Nyando川､ Sondu川､ Kuja･Migori川等多数の通年河川がある｡最も年間流出量

の多いNzoia川では平均毎秒約61トン､最も年間流出量の少ないNyando川でも平均毎秒約

16トンの水量がある｡また､ 30以上の中小河川(季節河川を含む)が各県に分布しており､

小規模潅混を目的とした水資源開発の可能性は高い｡

標高1,146mの地点に位置するKisumuの気象データによると､年平均最高気温は29.4oC､

年平均最低気温は17.1oCである｡

民族的にはNyanza州の4県ではLuo族が､またWestern州のBusia県ではLuhya族が

中心である｡

3.2 農 業

農業･畜産開発及び流通省農地開発局濯概･排水部の地方下部組織である県濯概事務所

(DistrictImigation Unit)によって､各県毎に小規模濯漉事業に関するDistrict Profileが

作成されており､本調査に関係する5県のDistrict Pro丘1eは1995年2月より6月の間に作

成されている｡

これらのDistrict Profileによると各県の小規模濯漉事業の現況および計画は以下の通りで

ある｡

表3.1 小規模潅概事業要約

州 県 那 既存濯軌 既存濯概 計画シス 濯概可能 計画港濃 計画受益

システム 面積Ola) テム数 面積01a) 面積Ola) 農家数

estern Busia 6 16 1 5,166 1,445 6,83

VanZa Siaya 1 34(1) 176(3,000) 34 5,540(9,000) 5,403(9,000) 12,82

Nvanza Ⅰもsumu 25(2) 1,515(1,810) EEL ll,900 8,84l 17,48

Nyanza Homa

Bay

1 35 63 4 4,820 4,922 12,01

yanZa Migori 4 52 4,49 13 34,195 21,972 26,71

備考: Siaya括弧内はLake Basin Development AithorityによるYala Swamp Project

Ksumuの括弧内は国家濯概公社によるAhero及びWest Kano Project
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地区内では､現在約7,000haの農地が潅漉されているが､今後約350の小規模濯概事業に

より43,000ha余りの潅概面積の拡大が計画されている(単純平均: 123ha/濯漉システム) ｡

計画作物としては､園芸作物､水稲､トウモロコシ等の食糧作物が挙げられている｡

3.3 計画概要

(1)目的

本調査地区は首都ナイロビやCentral Province周辺と並ぶ人口過密地帯であるが､首都か

ら離れているため農業以外に目立った産業はない｡従って､地区住民の大多数を占める農民の

自助努力を小規模濯漉事業(特にリハビリ･拡張を中心に)によって支援し､水稲や園芸作物

等の生産増大による所得向上､農村開発による社会インフラの整備および地域経済の健全な発

展を目的とする｡あわせて､長期的には均衡の取れた国家の発展､食糧保障と国家経済への貢

献を目指す｡

(2)計画内容

本計画は小農からの需要に基づく小規模濯概事業を基本コンセプトとし､既存潅概･排水施

設のリハビリ事業に関しても､新規事業に関しても地区農民の発意をもって計画へ取り込む｡

調査は2つのフェーズからなり､第1フェーズでは小規模濯概･排水事業のレビューとこれ

ら事業のリハビリ･拡張･新規計画および関連農村開発計画の策定を行い､第2フェーズでは

上記リハビリ･拡張･新規計画および関連農村開発計画に基づいてプライオリティの高い事業

(地区)についての詳細計画および事業実施計画の策定を実施する｡

第1フェーズでは､農業･畜産開発及び流通省農地開発局濯混･排水部の地方事務所が作成

した各District Profileや実施済み･計画段階の各種小規模濯概事業のレビューをはじめ､土

地利用､農業生産､農業支援活動､農産物流通･加工､地域･農業経演,農村社会､地形･地

質､水理･水文･気象､社会インフラ施設､自然･社会環境等に関する基礎調査を行う｡特に､

小規模濯概事業による既存水利施設のリハビリ･拡張の可能性や運営･維持管理面からの改善

を詳細に検討し､小さい投資規模で効果の発現が早い事業の可能性について検討する｡また､

計画の策定や事業のプライオリティ付けの際には､ PCM手法の導入によって受益農民や地方

事務所職員の参画を促し､受益者の計画への早期参加を図る｡

第2フェーズでは､プライオリティの高い地区について土地利用計画や営農計画､濯概排水

計画､農村基盤計画､主要施設概略設計､施設維持管理計画､事業費積算等の項目を含む詳細

計画および事業実施計画を策定する｡
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(3)稗益効果

本計画の実施による稗益効果は以下の通りである｡

一小規模濯概事業による農業生産(水稲､園芸作物等)の安定･拡大

一農業所得の増大および貧困緩和

一農業関連産業(農産加工)による就業機会の増加
- ｢ケ｣国の他地域小規模濯親閲発に対する展示効果の発現

-

｢ケ｣国の均衡の取れた地域開発への貢献

一地域経済･国家経済への貢献

一国家食糧保障への頁献

(4)特記事項

第8次国家開発計画が指摘しているように､国家濯概公社等が中心となった大規模潅漉事業

は莫大なコストに対する効果が小さい一方で､低収量･低技術レベル等の問題はあるものの小

農グループの自主的経営と費用負担に基づく小規模濯漉は良い成果を収めており､本事業はこ

れに則ったものである｡

また､本事業は上述のように小農からの需要に基づく住民参加型小規模潅概･排水事業(リ

ハビリ･拡張･新規)であり､そのプライオリティ付けに際しては､地区住民の参加を前提と

した計画手法(PCM)を採用し､住民参加の意志(施設の維持･管理費用の受益者負担,さ

らには初期投鄭こ対するコストリカバリー)を計画に反映させる｡

3.4 総合所見

本調査地区は降水等の気象条件に恵まれているにもかかわらず､民族間題等もあってこれま

で｢ケ｣国の国家開発から取り残されてきた｡

一方､近年｢ケ｣国では農民参加を基本とした小規模濯概事業が根付き始め､事業の持続性

という点からも優れている.政府も非政府組織であるSISDO (Smallholder Irrigation

Scheme Development Organization)発足に対する資金援助等を通じて､小規模濯概に対す

る支援を実施している｡本計画はこれを後押しするものであり､ ｢ケ｣国政府は本事業の本格

的な実施に向けて､日本からの開発調査の技術協力を望んでいる｡

3.5 先方相手機閑

住民参加型の小規模濯概事業開発に責務をおいている農業･畜産開発及び流通省農地開発局

濯概･排水部を先方機関とする｡
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4.南東地区(タイタ夕べタ･クワレ･キリフィ地区)小規模港漉･農村開発計画

4.1一般概況

本調査地区となる南東地区は､ ｢ケ｣国の最南部に位置し南西部はタンザニアに接し､南東

部はインド洋に面している｡地区内にはCoast州の3県､ Taita Tave払､ Kwale､Ki1ifiの3

県が含まれる｡ Taita Taveta県は内陸県であるが､ KwaleおよびKi1if1両県はインド洋に面

しているo面積は国立公園を含めて約38,000km2あり､人口約118万人である(1989年)｡な

お､Ki1ifi県は最近Ki1ifi県とMalmdi県の2県に分割されたため､ここでは旧Ki1ifi県のデ

ータを使用した｡

上記3県のうち､ TaitaTaveta県にはTsavoWestおよびTsavoEastの2つの国立公園が

含まれ､あわせて6,459km2 (県面積の38%)を占める｡

調査地区の標高はTaita Taveta県ではTaita Hills (2,205m) ､ Kasigau山(1,641m) ､

SagalaHills (1,517m)
､Alia山(1,331m)等を除いて500-1,000nに分布するが､

Kwale

およびKi1ifi県はほとんど500n以下である｡

年平均降水量は沿岸部およびTa血Hills周辺では1,000mmをこえるが､その他のほとん

どの地域は1,000mm以下､所によっては50Pmm以下である｡内陸のVoiでは年平均降水量

は538mm､年間平均降水日数は72日に対して､海岸に位置するMombasaでは各々1,204mm,

145日となっている.なお､ ｢ケ｣国政府の分類によると､ Taita Taveta県はASAL分類B

(県域の85%以上がASAL地帯で占められる)にあたり､ KwaleおよびKi1ifi県はASAL分

類C (県域の50%以上がASAL地帯で占められる)にあたる｡

通年河川として最も大きい河川は､キリマンジャロ山の伏流水を源流とし､地区の北部を西

から東へ洩れるTsavo･Galana･Sabaki川である｡また､海岸線には小さいながら北からRare

川､ Mwachi川､ ChaSimba川､ Ramisi川等の通年河川が流れているが､その他は中小の季

節河川が主体である｡

標高16m及び560mの地点に位置するMombasaおよびVoiの気象データを比較すると,

年平均最高気温は各30.1oCと30.5oC､年平均最低気温は23.4oCと19.4oCである｡

民族的には沿岸部を中心としたMijikenda族と内陸部に分布するTaveta族が中心である.

4.2 農 業

農業･畜産開発及び流通省農地開発局濯概･排水部の地方下部組織である県濯概事務所

(Districtlrrigation Unit)によって､各県毎に小規模潅概事業に関するDistrict Profileが

作成されており､本調査に関係する3県のうちTaita TavetaおよびKwale両県のDistrict

Pro丘1eは1994年及び1995年に作成されている｡ Eili丘県のDistrictPro丘1eは現在作成中で

ある｡

これらのDistrict Profileによると､各県の小規模濯概事業の現況及び計画は､以下の通り
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である｡

表4.1 小規模濯概要約

県 那 既存濯濃 既存濯概 計画シス 港裁可能 計画港濃 計画受益

システム 面積Ola) テム数 面積Ola) 面積Ola) 農家数

Taita

TaVeta

4 31 2,674 31 4,839 3,195 3,135

Kwale 5 30 147 37 827 623 963

mifi NA NA NA NA NA NA

備考: NAmeans Not Available

Taita TavetaおよびKwale両県では現在約2,800haの農地が濯漉されているが､今後約70

の小規模濯混事業により3,800ha余りの濯概面積の拡大が計画されている(単純平均:56ha/

濯概システム).計画作物としてはTaita Taveta県では園芸作物および食用作物が､ Kwale

県では水稲が中心である｡

4.3 計画概要

(1)目的

本調査地区は南部の商業部市Mombasaを囲む位置にあるが､沿岸部と内陸の一部を除いて

厳しい気象条件下にあり､自給的農業を中心とした農業以外に目立った産業はない｡従って､

安定的な農業用水の確保を可能とする小規模濯概事業(特にリハビ.)
･拡張を中心に)によっ

て地区農民の自助努力を支援し､水稲や園芸作物､食用作物等の生産増大による所得向上､農

村開発による社会インフラの整備および地域経済の健全な発展を目的とする｡また､ ASAL地

域における小規模濯概事業のモデルを確立し､今後の普及に資する｡あわせて､長期的には均

衡の取れた国家の発展､食糧保障と国家経済への頁献を目指す｡

(2)計画内容

本調査地区内には農民主導あるいは政府主導による小規模濯概事業が実施された地区があ

ることから､これらの事業によって建設された既存水利施設調査を実施し､その老朽程度､利

用状況､運営･維持管理状況等を把捉し､必要度に応じたリハビリ･拡張計画の立案を基本方

針とする｡

調査は2つのフェーズからなり､第1フェーズでは小規模濯概･排水事業のレビューとこれ

ら事業のリハビリ･拡張･新規計画および関連農村開発計画の策定と優先事業地区の選定を行

い､第2フェーズでは優先小規模濯概事業地区にかかるフィージビリティ調査を実施し､事業

実施計画を策定する｡

第1フェーズでは､農業･畜産開発および流通省農地開発局濯漉･排水部の地方事務所が作

成した各District Pro丘1eや実施済み･計画段階の各種小規模潅概事業のレビューをはじめ､
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土地利用､農業生産､農業支援活動､農産物流通･加エ､地域･農業経済､農村社会､地形･

地質､水理･水文･気象､社会インフラ施設､自然･社会環境等に関する基礎調査および新規

に小規模潅概計画を策定する際の基本データとなり､水資源量の把掛こ不可欠となる流量観測

を実施する｡特に､小規模濯漉事業による既存水利施設のリハビリ･拡張の可能性や運営･維

持管理面からの改善を詳細に検討し､小さい投資規模で効果の発現が早い事業の可能性につい

て検討する｡また､計画の策定や優先事業の選考に際しては､ PCM手法の導入によって受益

農民や地方事務所職員の参画を促し､受益者の計画への早期参加を図る｡

第2フェーズでは､優先事業についてフィージビリティ調査を実施し､土地利用計画や営農

計画､潅概排水計画､農村基盤計画､主要施設概略設計､施設維持管理計画､事業費積算及び

事業実施計画等を策定する｡

(3)稗益効果

本計画の実施による稗益効果は以下の通りである｡

一小規模濯概事業による農業生産(水稲,園芸作物等)の安定･拡大

一農業所得の増大および貧困緩和

一農業関連産業(農産加工)による就業機会の増加

-

｢ケ｣国のASA⊥地域小規模濯親閲発に対する展示効果の発現

- ｢ケ｣国の均衡の取れた地域開発への貢献

一地域経済･国家経済への貢献

一国家食糧保障への貢献

(4)特記事項

本調査地区には約6,400km2にも及ぶ国立公園が広がっていることから､その保全に十分留

意する必要がある｡また､ ASAL地帯における貴重な水資源の利用を前提としていることから､

流量観測によって正確に水資源量を把捉し､システムの拡張あるいは新規建設に際しては慎重

な計画策定が必要である｡

沿岸部は｢ケ｣国にとって重要な観光資源であり､毎年多数の観光客が訪れることから､こ

れら観光産業への食材の提供の可能性や中東地域への果物輸出の可能性も視野に入れた換金

作物の導入を長期目標の一つとして検討する｡

また､本事業は住民参加型小規模濯概･排水事業(リハビリ･拡張･新規)であり､そのプ

ライオリティ付けに際しては､地区住民の参加を前提とした計画手法(PCM手法)を採用し､

住民参加の意志(施設の維持･管理費用の受益者負担､さらにはコストリカバリー)を計画に
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反映させる｡

4.4 稔合所見

本調査地区の内陸部は過酷な気象条件下にあるものの､これまでにいくつかの小規模濯概事

業が実施されてきた｡また､沿岸部は比較的降水に恵まれており､農業開発のポテンシャルは

高い｡

一方､近年｢ケ｣国では農民参加を基本とした小規模潅概事業が根付き始め､事業の持続性

という点からも優れているo政府も非政府組織であるSISDO (Smallholder Imigation

Scheme Development Organization)発足に対する資金援助等を通じて､小規模濯概に対す

る支援を実施している｡本計画はこれを後押しするものであり, ｢ケ｣国政府は本地域の農業

発展のため､日本政府による開発調査の技術協力を希望している｡

4.5 先方相手機閑

住民参加型の小規模濯混事業開発に責務をおいている農業･畜産開発及び流通省農地開発局

潅漉･排水部を先方機関とするo
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5.サバキ河両岸地域農業･農村開発計画

5.1一般概況

本調査対象地区はSabaki河の両岸部のうち､ Tsavo East国立公園の西端よりインド洋に

鍾(. Malmdiの北までの約100kmの区間､面積約20万haである｡ Malmdi港は昔は港湾と

して利用されていたが､現在はほとんど機能しておらず､観光産業を中心とした都市となって

いる｡

調査対象地区の沿岸に位置するMalindiまでは首都ナイロビから串で約9時間(約600km)

であるが､空路ではナイロビからMalindiへの直行便が過1便､ Mombasa経由便が過6便あ

り､所要時間は各々約70分､ 135分である｡

調査地区を流れるSabaki河は｢ケ｣国の東部に広がる乾燥･半乾燥地帯(血id and Semi Arid

Lands;ASAL)を流れ､インド洋に注(･ 2本の通年河川のうちの1本である｡その源流部は首

都ナイロビ周辺にあたり､多数の中小河川が集まってA也i川となって南西に流下し､さらに

Tsavo川がVoiの北で合流してGalanaSabakiJrrとなってインド洋に注いでいる｡

同じくインド洋に注(･ ｢ケ｣国最大のTana河(708km､流域面積62,160km2)には及ばな

いが､長さ547km､流域面積44,029km2であり､長さでは｢ケ｣国第2位､流域面積では第

3位の河川である｡平均涜出量は上流部のAthi川で年間749万トン､毎秒約24トンあり､支

流であるTsavo川で年間138万トン､毎秒約4トンである｡現地では河床が露頭していたり､

河川が激しく蛇行している地域もみられた｡

降水量は海岸線より40km付近までは年間750mm程度あるが､調査地区の多くは500mm

以下である｡ ｢ケ｣国政府によるASAL分類では河口部より約20kmは農業適地にあたるが､

約20km地点より約60km地点までは半乾燥地帯(年間降水量: 500- 800mm)に､約60km

地点より約90km地点までは乾燥地帯(年間降水量: 350 -

500皿m)に､約90km地点より

TsavoEast国立公園までは超乾燥地帯(年間降水量: 200- 350mm)にあたる｡

調査地区は標高200m以下の土地がほとんどであり､両岸には一部氾濫原が形成されている

地域もある｡また､海岸線より約60km付近までは河川沿いに海岸性森林(Coastal Forest)

がj)布している.

5.2 農 業

農業･畜産開発及び流通省農地開発局濯概･排水部の地方下部組織である県濯概事務所

(DistrictImigation Umit)によって､各県毎に小規模濯概事業に関するDistrict Pr.fileが

順次作成されているが､本調査地区の属するMalindi県は最近Ki1ifi県から分割されてできた

県であることから､現在作成中である｡

Malmdiに近い下流部付近では､マンゴーやカシューナッツ等の熱帯果樹が広く栽培されて

いるが､樹齢が古く更新が必要な樹園地もみられる｡
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地区住民はトウモロコシを中心にした自給的農業を営んでおり､濯漉捷水施設もほとんど整

備されていないことから､天水に依存した低収･不安定な粗放的農業となっている｡

調李地区内にはSabaki河に沿って氾濫原がみられるが､熱帯果樹が自生している程度で農

業的土地利用はあまりされていない｡今後､これら平坦地の有効利用が地域農業開発の課題の

一つとなる｡

5.3 計画概要

(1)目的

本調査地区は観光産業による就業機会のある沿岸部を除いて､厳しい気象条件下における自

給的農業を中心とした貧困地帯である｡従って､ Sabaki河を水源とした濯概排水事業によっ

て農業用水を確保するとともに新たな農地開発によって農地を拡大し､地区農民の自助努力を

支援し､園芸作物､食用作物等の生産増大による所得向上と貧困緩和､農村開発による社会イ

ンフラの整備および地域経済の健全な発展を目的とする.また､ ｢ケ｣国の主要開発目標の一

つであるASA⊥地域の農業開発に責献し､今後の普及に資する｡あわせて､長期的には食糧

保障と国家経済への貢献を目指す｡

(2)計画内容

調査は2つのフェーズからなり､第1フェーズでは農業･農村開発マスタープランの策定と

優先開発事業(地区)の選定を行うとともに､地区内に散在する小規模濯漉･排水事業のレど

ューとこれら事業と本事業との連携･取り込み(拡張･リハビリ等)も検討する｡第2フェー

ズでは優先開発事業(地区)にかかるフィージビリティ調査を実施し､事業実施計画を策定す

る｡

第1フェーズでは､農業･畜産開発及び流通省農地開発局濯漉･排水部の地方事務所が作成

した各District Proflleや実施済み･計画段階の各種農業開発事業のレビューをはじめ､土地

利用､農業生産､農業支援活動､農産物流通･加工､地域･農業経済､農村社会､地形･地質､

水理･水文･気象､社会インフラ施設､自然･社会環境等に関する基礎調査を実施する｡

第2フェーズでは､優先事業(地区)についてフィージビリティ調査を実施し､土地利用計

画､営農計画､濯概排水計画､農業支援体制計画､農民組織計画､農村基盤計画､環境保全計

画､主要施設概略設計､施設維持管理計画､事業費積算及び事業実施計画を策定する｡

(3)稗益効果

本計画の実施による稗益効果は以下の通りである｡

-水源の確保による農業生産の安定と拡大
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一農業所得の増大及び貧困緩和

一点業関連産業(農産加工等)による就業機会の増加

一農村基盤施設(道路､水道等)の整備促進

-

｢ケ｣国のASAL地域開発および均衡の取れた地域開発への貢献

一地域経済･国家経済への貢献

一国家食糧保障への貢献

(4)特記事項

本調査地区周辺の沿岸部は美しい海辺に恵まれ､ ｢ケ｣国にとって重要な観光資源であり､

毎年多数の観光客が訪れることから､これら観光産業への食材の提供の可能性や中東地域への

果物輸出の可能性も視野に入れた換金作物の導入を長期目標の一つとして検討する｡また､河

口部から南約30km程の海岸はMalindi Marine National Reserve等の保全地域があり､河

川本流への構造物建設に際しては濁水の流出等の影響に留意する必要がある｡

｢ケ｣国の国土の80%以上を占めるASA⊥地帯の開発は政府の重要課題の一つであり､そ

の開発に力を入れているが､本計画はそれに沿ったものである｡

5.4 稔台所見

本調査地区は水量が豊富なSabaki河の氾濫原を両岸に含み農業開発のポテンシャルは高い｡

しかし､調査地区のほとんどがASAL地帯に属していること､さらには新規の農地開発局が

主体となることから､事業の維持管理ならびに持続性を含めて,慎重な計画策定が必要とされ

る｡ ｢ケ｣国政府は計画樹立に際し､日本政府による技術協力を希望している｡

5.5 先方相手機閑

農業･畜産開発及び流通省配下の農地開発局を先方機関とする｡
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1.調査団月

橋口 幸正 株式会社 三拓コンサルタンツ 海外企画管理部技術課長

飯塚 忠治 株式会社 三砧コンサルタンツ 技術部

2.額査日程

月 日 (曜日) 行

4 9 (水)

10 (木)

11 (金)

12 (土)

13 (日)

14 (月)

15 (火)

16 (水)

17 (木)

18 (金)

19 (土)

20 (日)

21 (月)

22 (火)

23 (水)

24 (木)

25 (金)

26 (土)

27 (日)

28 (月)

29 (火)

30 (水)

成田発パリ着

パリ発アビジャン着

日本大使館表敬､農業動物資源省打合せ

Lacs地区現地調査

Comoe Mid5tream地区現地調査

稲作開発推進機構表敬､資料収集

JICA事務所表敬

森林開発公社打合せ､資料収集

農業動物資源省打合せ､大使館報告

Comoe Downstream地区現地調査

資料整理､アビジャン発

ナイロビ着

農業畜産開発及び流通省農地開発局表敬､資料収集

農業畜産開発及び流通省演芸開発局表敬､資料収集

Coast州Taita Taveta, Ewale地区現地調査

Coast州Sabaki地区現地調査

日本大使館及びJICA事務所報告､資料収集

Rift Valley州Kajiado地区現地調査

資料整理

農業畜産開発及び流通省農地開発局報告､ナイロビ出発

パリ到着及びパリ出発

成田着
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3.収集資料リスト

象牙海岸共和国 ラクス地域-A.コモエ河中荒城-B.サパーヌ地域-C.全て-D

番号 案件資料リスト

□A 名称EtudedeFaisabi=teduProjetdeDeveJoppenentRuraldesRegionsCentre

etCentre-Nord(RapportFinal)
区分Original農業及び動物資源省計画局
発行年月Dec‥1996

2 D 名称AnnuairedesStatistiquesAgricoJes
区分Original

発行年月1994農業及び動物資源省計画局
3 D 名称NenentoChiffredelaCoted.lvoirel985-1995

区分Original
発行年月国家統計局

4 D 名称ResultatsProvjsoiresEnsembfeCoted'lvoire
区分0｢iginal

発行年月1988国家統計局
5 B,C 名称ProjetdeDeveJoppementRuraldansleNord-Est(Rapportd'Evaluation)

区分Copy

発行年月Nar.,l991農業及び動物資源省計画局
6 C 名称ProjetdeDeveJoppement.Rura]deDabakaJa-Katiola(EvaluatJ'Ona

区分-Copymトpa｢cou｢s)
発行年月Apr‥1993lFAD

7 D 名称.PーanDirecteurForestier1988-20ー5

区分Copy
発行年月Dec.,1988水資源.林業省

8 D 名称ORGANIGRANNEDUNINISTEREDEL'AGRICULTUREETDESRESSOURCESANIMALES
区分Copy

発行年月一差業及び動物資源省計画局
9 D 名称PLANDJRECTEURDUDEVELOPPENENTAGRICOLEl992-2O15(EngJish)

区分Copy
発行年月Sep.,1993農業及び動物資源省

10 D 名称ATELIERSURLAPLAN[FtCAl｢IONREGlONALEAGRICOLE
区分Copy

発行年月Feb‥1997農業及び動物資源省計画局
Eb D 名称PROJETDESTABILISATlONDESSYSTEMSDEPRODUCTlONAGRICOLEDANSLLAREGlON

区分CopycENTRE-EST
発行年月-農業及び動物資源省計画局

12 D 名称SAVANESREGlONPADDYDATA
区分Copy

発行年月ComputerOutput稲作開発推進機輯(PNR)
13 地図一式NJ'CheJinNap2種(Coted'Ivoire,WestAfrica各2枚)

RouteNap1&

JndexNapl*
AdministrativeNapl枚
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収集資料リスト

ケニア共和国 ビクトリア湖沿岸-A.南東地区-B.サバキ河両岸部-C.全て-D

番号 案件 資料リスト
1 A.B 名称GUIDELfNESSMALLHOLDERIRRIGATlONPROJECTSINRURALDEVELOPMENT

区分COPY

発行年月1986農業､畜産開発及び流通省濯瀬.俳水部
2 A.B 名称PLANFORSNALLHOLDERIRRIGAT10NANDDRA(NAGE

DURINGlrHE6THDEVELOPNENTPERlOD

区分COPY

発行年月May.1990農業､畜産開発及び流通省濯忠.擁水部
3 A.B 名称GUIDELINESONSNALLHOLDERIRRIGATlONPROJECTS

FORIMPLENENTJNGAGENCIESANDDONERS

区分COPY

発行年月Apr.,1993農業､畜産開発及び涜通省濯怒.擁水部
4 A.B 名称SNALLHOLDERIRRIGATlONANDDRAINAGEPROJECTPROGRESSREPORTJAN.-DEC.,92

区分COPY
発行年月Jan..1p993農業､畜産開発及び読通省濯灘.珠水部

5 A,ら 名称PROJECTPROPOSALFDRTHESNALLHOLDERIRRJGATIONSLIPPDRTDRGANJZAl'ION(SISO)
PHASEIllAHERO-KfSUNUDISTRICT

区分COPY

発行年月●Nar..ー995JSISO(AHERO.KISUNU)
6 名称l〕lSTR一CTPROFILE.KAJIADODISTRIC丁.RIFTVALLEYPROVINCE

区分COPY

発行年月Jun..l994DISTRJCTJRRl.UNIT,KAJfAt)OD)ST.
7 8 名称DJSTRJCTPROFJLE,TAIT^/TAVETAD一STFHCT,COASTPROVJNCE

区分COPY
発行年月Jun..l994DJSTRICTJRFH.UNIT,TAJTA/TAVETADJST.

8 B 名称DISTRICTPROF)LE,KWALEDISTRICT,COASTPROVINCE
区分COPY

発行年月Ju∩‥1995DISTRICTIRRl.UNIT.KWALEDIST.
9 A 名称DJSTRIC丁PROFILE,NJGORIDJS丁RJCT.NY^NZ^PROVJNCE

区分COPY

発行年月Jun..1995DJSTRICTIFmJ.UNIT.MIGORIDIST.
10 A 名称DISTRICTPROFILE.KISuMUDISTRICT.NYANZAPROVINCE

区分COPY

発行年月Jun.,l995DISTRICTIRRl.UNIT.KISUNUD[ST.

EELA 名称DISTRICTPROFILE,HONABAYDISTRICT.NYANZAPROVINCE
区分COPY

発行年月Jun..l995DJSl｢RICTJRRr.UNIT.HOMABAYDIST.
12 A 名称DISTR(CTPROFILE.SIAYADISTRICT.NYANZAPROVINCE

区分COPY
発行年月Nay.,1995DISTRICTIRRl.UNrT.SIAYADIST.

13 A 名称DISTRICTPROFJLE,BUSIADfSTRJCT.WESTERNPROVINCE

区分COPY

発行年月Feb‥1995DIS■｢RICTIRRl.UNIT.BUSIADIST.
14 A 名称NASTERDEVELOPNENTPLANTECHNICALASSrSTANCEANDSTUDfESFORESTABLISHNENT

OFAPROVJCJALJRRJGATrONUNITINWESlrERNPROVINCE
ENG川EER川GSECTORREPORT

区分COPY

発行年月Nay.1986農業､畜産開発及び涜通省(JTALECO)
15 A 名称MASTERDEVELOPMENTPLANTECHNICALASSJSTANCEANDSTUDIES_FORESTABLJSHNENT

OFAPFmVICIALIRRIGATIONUNITINWESTERNPROVJNCE

SECTORREPORTANNEXIBASICDESIGNCRITERIA

区分COPY

発行年月Nay.l986農業,畜産開発及び涜通省(JTALECO)
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5.先方機関提出簡易プロポ-ザJレ

Conceptual Paper on Prospective Studies

象牙海尉司

1･ The Study on Integrated AgricultumJ and Rural Development Project in

Lacs Region

2･ The Study on Agricultura] Stabi]izatiotl and RtlraJ Activation Program in

Comoe Midstream Basit1

3･ The Study on AgricuJtura] I)eveloI)ment Project Based on Paddy PromotioT)

in Savanes Region

4･ The Study on Agricu)tural Development Project Based on Paddy Promotion

itIZanzaA Region

ケニヤ

1･ The Study on Demand Driven Small-hoJder Irrigation and Rural

Development Program in Victoria Lake-shore Districts

2･ The Study on Small ScaJe Irrigation and Rural Development Program in

South-Eastern Area

3･ The Study on lrrigation Deve]opment and Rural Activation Program in

Kajiado District

4･ The Feasibility Study on Agricultural and Rural Development Project along
the Sabaki River
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Tbe Sttldy on Integrated AgricuJttlral atLd RtlraI Development Project
in Lacs Region

l･ Shdy Area: Whole Lacs Region (See Location Map)

2･ Responsible AgetlCy: Mimistry ofAgricultureand AnimalResources

3. Coordinating Agency: Department of
Program

4･ Project Objecdves
ne short-ten projectobjecdves

are 1)to accelerate agriculturaland n∬aldevelopment, 2) to create

new agriculturalrelated job opportunities, 3) toincrease fmers'incomethroughagricultural

development, 4) to enhancethe socialcapacitybuilding and 5) to con由bute tothe Region's equitable

and envirorLmental1y sound development. The long-term
projectobjecdves

are 1) to contribute tothe

country's food security,皿d 2) to contribute tothe nationaleconomy.

5･ Scope of the SttJdy:

To carry Out a baseline suⅣey composed of implementedand progr皿ed projects, land

utilizadon, agnculturalproducts, agnculturalsupportlng Services, post h町VeStlngand marketing,

nationaland regionaleconomy, ruralsociology,
d群nOgraPhy, topography, meteorology,

hydrology,
ruralroad network zmd itsinventory,and others as required,

To formulate Integrated Agricultural皿d RuralDevelopment Master Planinlinewith1he

Agrt-cultural Master Plan 1992-20]5and to identifyhghpriorityprojects,
To prep訂e theintegrated agriculturalandruraldevelopment plansfor the highpriorityprojects
to be identified bythe Master Plan.

To evaluatethe projects'fTeasibilityin
terms of cost皿d beneRt, teclmologicalsoundness,

insdtudonalarrangementand building, and envirorLmental impacts,and

To
prepaqethe projects implementation program.

6. Related Issues

The Studyarea, Lacs Region, has a great potendalityfor agriculturaldevelopment asindicated bythe

gentle topographicalcondition, m皿y perennialstreams mostlyinKanriver basin, suitable climatic

condition,and marketabilityaccessible to Yamoussoukroand Bouake city. A master planis due

required to
soundly exploit the potentialand achievethefull development inthe Region. The Project

will not only improvevi1lager's living condition currently affiliated by povertybut also attract private

investors whowi1l acceleratethe Region's development.

7. Sttldy Schedule

nle Study is to be divided into tow (2) phases; namely, Phase I fTor Master PIzm Study and Phase II for

FeasibilityStudy :

- Phase I: Formuladon of the Master Planand Identification of the Prospecdve Projects
- Phause II: Evaluation of the Feasibilityand Formulation of the Projectlmplementation Progr鉦m

ProposedSbdySchedule

Month 1 2 3 4 5 6 7 S 9 10 ll l2 13

MasーerPlanStudy
■:.._.㌔.-I

Feasibi]itySttldy

l l l l

i:i≡≡】

lllll
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The Study on Agricultural Stabili2:ation and Rural Activation Program

itIComoe Midstream Basin Area

l･ Study Area: Comoe Midstre狐1 BaLSin Area (seeLocadon Map)
2･ Responsible Agency: Minisby of Agriculture皿dAnimalResources (Department of Program)
3. Project Objecdves

The short-termPrOjectobjecdves are 1) to stabilizethe agriculttqe currendy pracdced by slash and

bum typef:arming, 2) to
acdvatethe ruralareaLS, Once abundant in caLWand coffee plantadon, by

improvingthe血ming
practices, improⅥng n∬alinfrastructure, creatlng new agriculttwalrelated job

opporhmitiesand enh皿Cingthe communitycapacitybuilding,皿d 3) to disseminate a pilot scheme to

similar aqeas･ TtLe long-termproject objectives
are l) toalter traditionals[ush and bum i:arming

cu汀ently pracdced na[tion-widely, 2) to achieve environmentally sound agriculttue,皿d 3)to con由bute

tothe nadonalequitable development_

4. Scope of the Study:

To carry out a baseline survey composed of implementedand progrzmed pro)ects,rural

sociology, demography, in-mlgrationand out-mgradon, famlng practices, agriculturalinputs,

agricultural products, post h肝VeStlng and marketing, rLqalin丘astructure, topography,

meteorology, hydrology,皿d others as required,

To preparevi1lage inventory listand its database based onthe baseline survey,

To
recognizethe problems prevailingthe area,and

to identifytheconstraints in stabilizingand

activatingthe area,

To idemifypilot projectswhich could stabilizeand acdvatethe area,thus contributing tothe

mitigadon of the poverty,

To design the component of the pilots projects presumably composed of better tTamlng praCdce,

new crop rotation, irrigadon facilides, ruralroad, water supply, small scale inlandfisheTy, better

post harvestlngand marketing,ruralcredit, agriculturalsupporhng services,and others,

To evaluatethefeasibilityofthe pilot projectsin
tens of costand benefit, teclmological

soundness,insdtutionalBLrr皿gementand building,and environmentaiimpacts,and

To preparethe projects implementadon program.

5. Related Issues

The Studyarea had enjoyedtherich coffee皿d cacao plantation but now is afrlliated by povertydue

mainly to out-migration, tradidonal血ng practiceswithlow producdvity, poorruralin丘astructtFe

and inadequate public services. Out-mlgradon some血es causes a conflict betweenthe new-comers

andthe old,and tradidonalf:arming gives envirorLmental1y negadve impacts toforest･ The Study would

serve as a meantomitigatethe two (2)issues_

6. Sttldy Schedule

l七e Study is to be dividedinto two (2) phases; namely, Phase Ifor "Analyst-s of Constraints and

ldentljicationof the PL'lotProjects ''皿d Pha駆Il for =Evaluation
of the Feasl'bL'l砂and Fomulation

of
the Project lmp[eme77tation ProgTlam ":

Propo sedS tudy Sched ule

MoJ)tI) I 2 3 4 5 伝 7 8 9 Ⅰ0 EE] 12

ⅠdentificadonSttldy
■.::::: 三::ニJJ

FeasibilityStttdy こ::::司

lllll
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The Study on Agriculttlral Development Project Based on Paddy Promotion

iA SavatLeS RegiotL
1･ Study Area: Whole Savanes Region (seeLocation Map)
2･ Responsible Agency: Mimisby ofAgricultureandAnimalResources ( ProjectNational Rise)

3. ProjectObjecdves

The
short-termprojectobjecdves

are I)to promote paddy culdvation, 2) toincrease paddy producdon,

currently practiced in a form of rain-危d cultivadon, by introducing small scale irrigadon, 3) to create

new agriculturalrelated job opportumides, 4) to increase血mers'income,5) to enhancethe social

capacitybuilding,and 5) to contribute tothe Region's agriculturaland ruraldevelopment. the long-

tem
projectobjectives

are 1) to disseminate a pilot scheme to simi1au･paddy prospecdveareas, 2) to

con出bute tothe counby'sfood security,and 2) to con由bute tothe nahonaleconomy.

4･ Scope of the Study:

To carry out a baselme suⅣey composed of implementedand prograrnmed projects, land

uti1izadon･ fTamlng praCdces, agriculttJralproducts, agriculturalsupporhng services, post

h肝VeStmgand m虹keting, nadonal皿d regionaleconomy,ruralsociology, demography,

topography, meteorology, hydrology,ruralroad networkand its inventory,and others as

req血ed,

To preparevi1lage inventory list皿d itsdatabase based onthe baseline survey,

Toformulate皿agriculturaldevelopment master planinthe Region, mainly based on paddy

promotion,withrefTerence totheframework of the AgrLIcultura] Master Plan 1992-2015and to

idemifyhighpriorityprojectsfor paddy promotion,

To designthe component of the priorityprojectsmainly composed of small scale irrigadon,

better f3hrming practice,ruralroad, better post h打VeStingand maqketing,ruralcredit, agriculttFal

supportlng Services,and others,

To evaluatethe fTeasibihtyofthe priorityprojectsin terms of costand benefit, teclmological

soundness,institudonal-gement and building, and enviroⅢ1entalimpacts,and

To
prep訂ethe projects implementation program･

5. Rehkd Issues

The Study area has long history of rain-fedtypepaddy culdvadon zLnd now is fbcused on increasingthe

production byintroducing lmgadon. Some pilot schemes have beenalready practicedinthis aqeaand

thoseare showing great improvem皿t Ofthe producdon･ rite area isalso a hubinnorthem par( of the

County as represented by big cities of Korhogo and Ferkessedougau･ The area now needs to be

developedandalso requires developmentfraLmeWOrk (masterplan) mainly based on paddy culdv血on.

6. SIT)dy Schedule

Tie Study is to be divided into tow (2) phases; namely, Phase Ifor "Master P[af7 Study and

ldentljicalionof the Pn'or砂Projecls"and Phase II血･ "Evaluation
of the Feastlbt'l砂and

Formu/ation
of the Project lmplemenlatL'oTI Program ":

ProposedStudySchedule

MoJ)th 1 2 3 4 5 6 7 8 9 lO ll 12

MasterPhnShdy
■::-::::三:::I

FeasibilityStudy
l l l l l l

::.:::1

ltllll
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The Sttldy on Agricultural Developtnent Project Based otL Paddy Promotion

iTIZatL2:aB Region

l･ Sttldy Area: Whole Zanz皿Region (see Locadon Map)

2･ Responsible Agency: Ministry ofAgriculttlreand AmimalResources (ProjectNadonalRice)
3. Project Objectives

The short-t∈m projectobjecdves
are 1) to promote paddy culdvadon, 2) to increase paddy production,

ctlmntly pracdced in a form of rain一fed culdvadon, by introducing small scale irrigadon, 3) to create

new agriculturalrelaled job oppomities, 4) toincrease血mers'income, 5) to enhancethe social

capacitybuilding,皿d 5) to co血bute tothe preservadon ofNadonalPaqk De La Comoe. the long-

tem
projectobjectives町e1)

to con由bute tothe Region's agricultural皿druraldevelopment, 2) to

dissemina[te a pilot scheme to similar paddy prospecdve zEreaS, 2) to
con由bute tothe coun吋sfood

security,and 2) to
con由bute tothe nadonaleconomy.

4･ Scope of d)e Study:

To carry out a baseline survey composed of implementedand programed pro)ects, land

uti1i23tion, fmg practices, agriculturalproducts, agriculturalsupportmg services, post

h肝VeStmgand m紅keting, nadonaland regionaleconomy, ruralsociology, demography,

topography, meteorology, hydrology,ruralroad networkand itsinventory, condidon of nadonal

pzLrk,and others as required,

To prepare vdlageinventory listand its database based onthe baseline survey,

Toformulate an agriculturaldevelopment master planinthe Region, mainly based on paddy

promodon as well as taking into
considerationthe NadonalPark preservation,withreference to

theframework of the Agricultural Master PZan 1992-20)5and to idemifyhighpriorityprojects

for paddy promotion,

To designthe component of the priorityprojectsmainly composed of small scale irrigadon,

bett亡r血ming pracdce,ruralroad, better post h打VeS血g and muke血g,ruralcredit, agricultural

supportlng Services,and others,

To evaluatethe fTeasibilityofthe priority projectsintems of costand benefit, technological

soundness, institudonalarrangementand building,and environmentalimpacts,and

To preparethe projects implementadon progrzm.

5. Rehted Issues

The Study area has been a氏1iated by poveny due mainly to scaqceforest which produces cacaoand

coffee, traditional血m血g pracdceswithlow productivity, poorruralin丘astructureandinadequate

public services･ The Study area has long pracdced rain一危d type paddy culdvationand now is focused

onincreaslngthe production by introducing lmgadon. Thearea now needs to be developedandalso

requires development丘amework (master plan)mainly
based on paddy cultivadon. The development

will beina form of sustainable agriculttue, which couldmitigatethe povertyandalso contribute tothe

pre駆rVadon of the N血ionalPaq･k.

6. Sttldy Schedule

The Study is to be dividedinto two (2) phases; namely, Phase Ifor "Master PIan Study and

ldentljicationof the Priori少Projects"and Phase IIfor =Evaluation
of the FeasLlbl'l砂and

FoTmu]ation of the Project Implementation PTVgram ":

ProposedSttLdySchedule

MoJ)th 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

MasterPlanStudy
I::-.:::::.:-.:::I

FeasibiLityStudy
l ll l l

.::::I.1
lllll
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Proposition d'Ettldes Prospectives

EJ吻dh PIT)je(s7(r I'Ag71'cz,/tz,trjn(e--e e( [eDew[op_Lrme〝/血rEl[血rLf血Re_2ion des Locs

1. Regiond'Etude : Toute la Region des Lacs (voircarte)

2･ Agence
responsable : Ministere de l'AgricultLUe et des RessotJrCeSAnimal

3･ Agence de Coordination･: Departement de la Programation

41 0bjectifsdu Pfojet

Objectifsdu pro)et a court terme:

i･ Accelerer le developpment ruralet l'agricole

iiL Creation de nouveaux emplois dams le domaine agncole

iii･ Augmenter le revenu des planteurs a travers le developpement agncole.

iv. Developpement les ressources hunaines

v･ Conbibuer au developpement equitable et environnementalde
la reglOn

Objectifsdu proJet a long terme:

i･ Conhibuer a la securite alimentaire du pays

ii. Contribuer a l'economie nationale.

5. Champd'Actionde l'E山de

- Executer une etude de base composee des pro)et a executer et ceux dejaexecutes, 1'utilisation de la terre, produits

agncoles, services d'appul agnCOle, 1e decorticage du rlZ, la commercialisation, economomie generale et

reglOnnale, sociologie rurale, demographic, topographic, meteorologie, hydrologle, reSeau de plSte nml et son

inventaire et autres.

- Formuler le plan directeur de l'aghculttqeintegree et le developpement rural ainsl que -e plan directeur de

l'agnculttue 1992-201 5 et pour identifier les proJetS pnOritaires.

- Preparer les plans de developpement de l'agricultureintegree et ruralpour les grand proJetS Pr10ritaires a

identifier dams le plan directeur.

- Evaluer la faisabilite des pro)ets en terme de couts et profits, technologle requlSe, Creation de nouvelles

instltutions pour execution de pro)et et renforcement de celles existantes dams le cadre de la formation, et impacts

envlrOnmentaux.

- Preparer le prograJrme de mise en oeuvre des pro)ets.

61 Remarques

L'etude de la reglOn mOntre que, 1a reglOn des Lacs a de g-des potentialites pour le developpement agncole comme

identifie dams les conditions topographiques, beaucoup de rivieres perennes, la plupalt dams le bassin dufleuve Kan,

condition climatlque PrOPICe, et aCCeS facile pour le corrmercialisation a Yanoussoukro et Bouake,unplandirecteur

est necessaire pour皿e bo-e exploitation du potentiel et realiser le developpement complet de la reglOn qul

n'ameliorera pas seulement le nlVeau de vie desvillageois touches par la pauvrete, mais attirera les investlSSeUrS

pnves qul aCCelereront son developpement.

7. Pland'Etude

L'e山de se divise en 2 phases :

Phase 1 : etude du
plandirectetu- Formulation de plandirecteur et iden岨cation des pro)ets prospectifs

Phase 2 : etude de faisabilite
-
Evaluation de la faisabiliteet formulation du programme demie en oeuvre du proJet.
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Etu血sur k Ptpgn7mme
Lk.9abjtbatjoW

dbns [a Region Ce〝Jn7]e血Ba!sin (おComoe

1- Region d'Etude : Region Cen血e duBassinde Comoe (voircarte)
2, Agence

respon由ble二Ministere de l'A野iculttue et des Ressotmes A血nal

3. Agence de Coordination : Departemerrt de la Pro酢mtion

4. Object脆duProjet

Les objectifsdu pro)et a court terme:

i- Stabiliser l'agriculttue cotqamment pratiquee paJ･ de釦chage et p訂bmlis

ii･ Activer les reglOnS rurales, autrefois abon血Ite en Caf6 et cacao enameliorant les teclmiques de

plantadon en ameliorant l'inBTaStruCture rurale et en d鮎a血unplanpilote pour des
regionssimi1aires

Les objectifsdu pro)et a long terme:

i･ Changer les pratiques de culture stu bru1is et de出chage pratiquees a l'echelle皿tionale.

ii. Realiserunenviromement sain pourl'agiculture.

iii. Conbibuer au developpement de maniere equitable de la nation.

5. Champ d'Action de l'Etude

- Executerune etude de base ∝叩OSee des projetS deja executes et ceux en attente d'execution,
sociologierurale,

demographle,migrationinteme,migration exteme, pratiques des cultivatetm, produks agncoles, servICeS

d'appui agricoles, le decorticage duriz et la co-ercialisation, economomie regionnale et nationale, topographic,

meteorologie, hydrologle, reSeau de piste n汀alet letqinventaire et autres.

1 Prepareruninventaire desvillages et leurs dormees de base.

- Identifer les
problemes prevalant dams la reglOn, et identifer les corrtraintes relatives a la

stabilisation et a

l'activitedams la reg10rL

- Identifer les prqets pilotes qu pou汀Ont Stabiliseret domer de la vie a la reglOn, auSSi conbibuer a l'attenuation

delapauwete.

Concevoir les compo泊ntS des proJetS pilotes probablement composes de l'amelioration des techniques de culttue

practlque de culture, nouvelles culttue de rotation, facilites pour irngat10n, route nuale, appovisionnement en eau,

peche natlOnale apetile echelle,amelioration des services d'appul agnCOle, et autres.

Evaluer la faisabilitedes pro)ets pilotes en terme de couts et profits, teclmologle requlSe, Creation d'institution

pour execution des projetS et renforcement de celles existantes et impacts environmentatR

- Prepuer le pro卵mme demise en oeuⅥ陀des pro)ets.

6. Remarques

L'etude de la region nOuS nOmtre que lariche reglOn de cafi et de cacao d'hier, est aujOurd'hui touchee p訂Ia

pauvrete princIPalement due a la migration vers d'autres regions, et la faible
productivite

des pratlqueS traditionnelles

de plantation, pauwe in鮎structure et service publique inadequats･ Cette migration cause parfoisunconflit entre les

nouveaLR arrivantS et lesanciens, et les plantations traditionnels dornent des impacts environementaLLX regatif a la

foret･ L'etude servira de moyen pour attenuer les rem訂queS
,

7. Pland'Etude

L'etude sera divisee prmcIPalement en 2 phses :

Phase I :Analyse des contraintes et identification des pro)ets pilotes

Phase 2 : Evaluation de la血sabilite et f-ulation du programe de mise en oeuⅥe du prqet.
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EhLdk他de Dertq?/opl=Vme17(ATm'co[e basee s〟p lq Pnmo(ioIZ血勉Lhzs [a Region Sh･ane5

1 I Region d'Etude : Toute la Region des Savanes (voircarte)

2･ Agence responsable : Ministere de l'Agriculttqe et des RessotwcesAnimal

3_ Agence de Coordination : ProjetNationalRiz

4. ObjectifsduProjet

Objectifsdu pro)et a court terme:

i. Promouvoir la culture duriz

ii. Augmenter la production du riz pratiquee en ce moment sous fome deriz pluvial, enintroduisant de

l'imgation a tme petite echelle.

iii. Creer de mouveaux emplois血ns le domaine agncole

iv. Accroitre le revenu des planteu乃

v. Accroitre leurniveau de vie

vi･ Conbibuer au developpement agncole et nml de la reglOn

Objectifsdu pro)et a long terme:

i･ Di飢ISerunplanpilote pour des reglOnS Susceptible de cultiver duriz

ii･ Contribuer a la securite alimentaire du pays

iii. Contribuer a l'economie nationale

5. Champd'Action de l'E山de

- Executerune etude de base composee des projetdeja executes et ceux en voie d'excution, utilisation de la terre,

pratlqueS des cultivateurs, produits du l'a野iculttue, services d'appul agrlCOles, le decorticage duriz, et la

commercialisation, l'economomie natiorLale et regionnale, sociologle rurale, demographic, topographic,

meteorologie,hydrologle, reSeau de
pisterurales et leur inventaire.

- PrepaJler l'inventaire des villages et leurs dorLneeS de base par rapport a l'etude de base.

- FormulerunplaJl directeur pour le developpement l'agncole de la reglOn, PrlnCipalement base sur la promotion

duriz, avec reference au cadre du plan directeur de l'agnculture I9921201 5 et identifier les grandes pnorites de

proJetS COnCemant la promotion du rlZ.

- Concevoir les composants des projetS prlOritaires pnncipalement composee d'irrigation aune petite echelle,

amelioration des pratlqueS des cultivateurs, plSte r∬ales, amelioration des teclmiques de decorticage du riz et la

corrmercialisation, le credit nmle appul au Services agrlCOles, et autres,

- Evaluer la faisabilite des proJetS PnOntaires en terme de couts et profits, 1es teclmologleS requlSeS, Creation

d'institutions pour execution des proJetS et renforcement de celles existantes, et impacts sur 1'environnement.

I Preparer le programme de mise en oeuvre des pro)ets.

6･ Remarques

Cette
region a longtemps cultive le ru pluvial et en ce moment insiste sur1'acroissement de la production en

introduisant l'irriga[tion. Ces plans pilotes ont deja ete pratlqueS dams cette reglOn et CeuX Ci montreune importBLnte

ameliolation de la production･ La region eSt egalementunimportant centre dams la partie nord du paysI La region a

actuellement besoin d'etre developpee et aussi a besoind'uncadre de developpement pnncIPalement base sur la

cultLu･eduriz.

7. Programme d'Etude

L'etudepeut etre divisee en 2 phases :

Phase 1 : Etude du plandirecteur et identification des proJetS PnOritaires

Phase 2 : Evaluation de la fdsabilite et formulation du programe de mise en oeuvre du proJet
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EtudQ
1. Region d'Etude : Tbute la Region des Zm22m

2. Agence
rcsponsable : Ministere de l'Agriculture et des Ressou托eSAnimal

3. Agence de Coordination : ProjetNationalRiz

4. Objectifsdu Projet

Objectifsdu pro)et a couLt terme:

i_ Promouvoir la culture du riz

ii･ Augmenter la production duriz pratlquee en Ce moment sous forme deriz pluvial, enintroduis皿t de

l'irrigation aune petite echelle

iii. Creer de mouveaux emplois dams le domalne agnCOle

iv. Accroitre le revenu des planteurs

v. Accroitre les ressources humaines

vi. Contribuer a la preservation du pare nationalde la Com*

Objectifsdu proJet a long terme:

i･ Conbibuer au developpement ruraiet agncole de lareglOn

ii･ Di飢1Serunplanpilote pour des regions Susceptible de cultiver duriz

iii. Co血ibuer a la securitealimentaire du pays

iv. Conbibuer a l'economie nadonale

5. Cbampd'Actionde l'E山de

- Executerune etude de base composee des proJetS deja executes et ceux en voie d'execution, udlisation de la terre,

pratlqueS des cultivateurs, produits
de l'agrlCulture, services d'appul agnCOles, 1e decorticage du riz, et la

commercialisation, 1'economomie nationale et regionnale, sociologle rurale, demographic, topographic,

meteorologie, hydrologle, reSeau de pISte ruralet leurinventaire, condition du paqc national, et autres.

- Preparer l'inventaire des villages et leurs donnees de base par rapport a l'etude de base,

- Formulerunplandirecteur pour le developpement l'agncole de la region, PrlnCIPalement base sur la promotion

du riz aussl que la pnse en consideration de la preseⅣation du past: national, aVeC reference au cadre du plan

directeur de l'agnculture 1992-201 5 et identifier les grandes pnorites de pro)ets concerrLant la promotion du liz.

- Concevoir les composants des projetS pnOritaires pnnclpalement composee d'irrigation aunepetlte eChelle

amelioration des pratlqueS des cultivateurs, piste n血Ies,amelioration de l'apres vente et la commercialisation, 1e

creditrurale appul au Services agncoles, et autres.

- Evaluer la faisabilite des proJetS PrlOritaires en terme de couts et profits, les teclmologleS requlSeS, Creation

d'institudons pour execudon des pro)ets et renforcement de celles existantes, et impacts sur 1'environment.

- Preparer le programme de mise en oeuvre des proJetS.

61 Remarques

L'etude de la reglOn, mOntre qu'elle est touchee p訂･ 1a pauvrete due
prlnCipalement a l'absence de foret qul prOduit le

ca鎧et le cacao, baisse de la producdvite des techniques des cultuvateurs, pauvre in丘astructurerurale et service

publique inadequate･ La region a longtemps pratiquee la culture du riz pluvialet maintenant l'accent est mis sur

l'accroissement de la
producdon par l'introduction de l'血igation. Cette

region
a besoind'eb･e developpee (plan

directeur)la culture duriz principalement･ Le developpement sera en forme d'agriculture de subsistence, qui pourrait

attenuer lapauv托te et auSSi comibuer a la
preservation du pare national.

7. Programme d'Etude

L'etudepeut ebTe divisee en 2
pb且SeS :

Phase 1 : Etude du plan directetJret identification des proJetS prlOritaires

Phase 2 : Evaluation de la faisabiliteet formulation du programe de mise en oeuⅥ･e du proJet
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The Sttldy on Demand Driven Small-bolder Irrigatiotl iLnd RtlraI DevelopmeTIt

Program in Victoria Lake-shore Districts

l･ Study Area: Busia, Siaya,Kis叫South-Nyan2a Districts

2･ Responsible Agency: Mimisby ofAgriculttqe, Livestock Development and Maqketing

3･ Cotuterpart Agency: hTigadonand Drainage Branchunder Land Development Division

4･ Project Objectives
The

short-termprojectobjecdves
are 1) to increase agricultLUal products such asrice and horticulture,

by rehal)ilitahg and expanding existng small-holder irrigation schemes and by developlng new

small-holder irrigation schemes based onthe血mers'dem皿d-driven, 2) to increase farmers'income

and create new agnculture related job oppomities, whereby improvngruralliving-standard currently

afrlliated by poverty, auld 3) to activatetheruralareawithco-mity capacitybuildingthrough
血mers pardcipadon･ The long-te-

projectobjectives打e I)
to

conbibute tothe nadonalequitable

development, 2) to conbibute tothe counby's fTood security,and 3) to contribute tothe na[tional

eCOnOmy･

5･ Scope of the Study:

To review related Dis由ct Profllcs prepaqcd by DIU皿d to carry out a baseline suⅣey composed

of implementedand progra-ed projects, ruralsociology'demography, currmt f-g

pracdces, agriculturalinputs, agriculturalproducts, post harves血gand ･marketing,rural

in丘astructure, topography, meteorology, hydrology,and others,

To carry out participatory p也ning, and to idendfyprospectivesmalllholder irrigadon
projects

for bothrehabili触ion, extensionand newly established, taking into consider血on beneficiaries'

willingness to partlCIPate, including not only O&M butalso cost recovery,

To formula[te aruraldevelopment programcomposed of small-holder irrigadon development

with its specialemphasis and f-ers ownmanagement of the scheme, hordculttue introduction,

better fining pracdce, rLd road, post h町VeStingand m血keting,ruralcredit, agricultural

supporbng services,and others

To designthe small-holder irrigation
projectsidentified, to evaluatethefeasibilityin terms of

costand beneflt, teClmologicalsotmdness, insdtutionalawangementand building, and

environmentalimpact, and
to

prep訂ethe project implementation
program･

6. Remarks

The Study uea islocatedalong Victoria Lake
shore districts,culTently afrlliated by povedy due mainly

to past lessinvestment intothis area･ There arealready exis血g small-holder irrigation projects imitiated

by eitherthe Government or血-ersthemselves,皿d manyriversand streams prospecdve for

establishing new irrigation pro)ects･ The Study flrStlyfocuses on Participatory RuralAppraisal, based

on which prospectlVe projects are tO be idemifled taking into consideration fa-erswillingness to

partlClpateand readiness to beau not only O&M cost butalso imitialinvestment cost in cash or another

way such as labor conbibudon･ ProjectDesign Madxwillalso be presented throughworkshop
participated by concerned officers皿dthe beneficiaries,and a mean to assluethe projectsustainability
will be l00kedinto in such way of introducing similar scheme of SISOand/orinviting ProjectType
TeclmicalCooperadon.

7. Shdy Schedule

The Study is to be dividedinto two (2) phases; namely, Phase I for "IdentLPcatLlonofSmal]-holder
Irrigation Projects and Fonnulation

ofRura]
Deve/opment program "皿d Phase II for =Detaj/ Study

for the Small-holder ln･igation and Fonnu[ation
of the Project lmp]ementa(Loon Program

"

:

Prop
osedShdySchedule

Month
1 2 3 4 5 6 7 8 9 1○ 1l 12 13 14 15 16

PhaseI

PhaseJI
I::::::::Ll::--:;::I:.1
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The SttLdy on Small Scale Irrigation and Rural Development

Progmm iJ)Sot)th-Eastern Area

1. Study Area: Taita-Taveta and Kwale Disbicts

2･ RespotLSible AgeJICy: Minisby ofAgriculttue, Livestock Development皿d Marketing

3･ CotLnterPrt Agency: hTig血onand D血age Br皿Chunder L皿d Development Division

4. Project Objectives
The short-term projectobjectives

are 1)to increase agriculturalproducts, presendy hiJldered by semi-

arid climate, for bothfood皿d hordculture, 2) toincreaLSe fmers'incomeand create new agriculture

related job opportunities, whereby improving ruralliving-standaLrd ct皿ently afBliated by povedy,and

3) to activatetheruralareawithcoⅡ-unitycapacitybuilding, by rehabilitating and expanding exis血g

small scale irrigadon schemes, developmg small scale irrigation where water is available, improvmg

rain一点d agriculture,皿d introducing environmental1y sound pasturage･ The long-ten project

objectives
are 1)to co血ibute tothe nadonalequitable development, 2) to con由bute tothe counby's

food security, 3) to conbibute tothe nationaleconomy,and 4) partly to
contribute

to Forexmig.

5. Scope of the Sttldy:

To review related Dis血ct Profiles prepared by DrUand to carry out a baselme suⅣey composed

of implementedand programmed projects,ruralsociology, demography, 1n-mlgration皿d out-

mlgradon･血millgand pぉturage pra血ces, agriculturalinputs, agriculturalproducts, post

haⅣestlng皿d mBLrketing, ruralin丘astructure, topography, meteorology, hydrology,and others,
To carry out stre訂nS'flow measurements by l∝al consultants f♭rat least cove血g dryand small

rainy season,皿d to identifyprospectivesmall scale irrigadon
projects

for bothrehabilitation,

extensionand newly established, takinginto consideration beneficiaries'participadon,

To propose a better rain-fed fTammg, where irrigation is notfeasible,皿d印Vironmental1y sound

PaSttuage,

To formulate aruraldevelopment programcomposed of small irrigation development withits

specialemphasis, better r血1一良d血m血gand pasturage, horticultureintroducdon, nqalroad,
better post h打VeStngand mad･keting,ruralqedit, agriculturalsupporhng services,and others
To designthe small scale imigation

projects
to be idemiBed, to evaluatethe feasibilityin terms of

cost皿d benefit, technologicalsoundness, institutionalむTangementand building,and

environmentalimpact,and to prepaqethe project implementation program･

6. Remarks

The Study area is located in ASAL reglOn,and itsagriculturaldevelopment has been hindered by its

less rainfh11･ However,therearealready existlng Small scale irrigadon pro)ect imidated by boththe

Government and famersthemselvesI The Study fTlrStlyfocuses on rehabihtadon where requiredand

extension where possible･Also taken into account is
salinizadonand drainage problem showing up ln

some areasI Prospective new small scale irrigadon proJeCtSwillthen be idendfied based on stream flow

measurement･ The project formuladon is to be based on Participatory RuralAppraisal皿d Project
Design Matrixwill be presented throughworkshop parhcipated by.concerned officers andthe
bene丘ciaries･ Horticulture promodon, special1y触its,will be taken into view Sincethere are hotels BLnd

lodgesinthe area consuming Certain amount Of horticulturalproductsand hts could be exported via
Mombasa towardsthe Middle East nowthat Somali血1its exportation has collapsed.

7. Study Schedule

The Study is to be divided into two (2) phases; namely, Phase l for =IdentljicatL'onofSma/I
Scale

Im'gatL'on Projlecls and Formu[alion
of Rural Development program "and Phase IIfor …FeasibiliO,

Stu4yfor the Sma[] Scale lm'gation and Formulation
of the Project lmplementalion Program

"

:
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Tbe Study on lrrigatiotL DevelopmetLt and Rural ActivatiotL

Program iJ)Kajiado District

I. Study Area: Kajiado District

2･ Responsible Agency: Mimisby ofAgiculture, Livestock Developm印t皿d Marketing

3･ CotJJIterPrt Agency: hTigadonand Drainage Br皿Chunder LBLnd Development Division

4. Project Obj∝tiyes
The short-term projectobjectivesue 1) to increase agriculttJralproducts, presendy hindered by semi-

arid clima[te,for bothfood皿d hordcdture, 2) to increa虻fa-ers'income and crea[te new agriculture

related job opportunities, whereby acdvAmgthe area currently su飽血gfrom out-皿gradon to urban

弧ea,and 3) to enhancethe socialcapacitybuilding, by rehabilitahgand expanding existing small

scale irrigadon schemes,and developlng Small･scale land/or large scale irrigadon where water is

avai1able･ nLe long-ten
projectobjectives

are 1)to con血bute tothe nadonalequital)1e development,

2) to conbibute tothe counby'sfood security,and 3) to
co血bute tothe nadonaleconomy.

5･ Scope of the Shdy:

To review related Disbict Profiles prepared by DIU皿d to carry out a baseline stLrvey COmPOSed

of implementedand programmed projects,ruralsociology, demography, in-migration皿d out-

mlgradon, famlngand pasturage pracdces, agriculturalinputs, agricultural products, post

haⅣestlngand marketing, nqaiin丘astructtqe, topography, meteorology, hydrology,皿d others,
To carry out streBLmS'flow meastqements by locaiconsultants for at least

covering dlyand small

rainy season,and to identifyprospcctivesmall scale irrigadon
projectsfor bothrehabilitation,

extensionand newly established, takinginto consider血on beneficiaries'participahon,

To idemifyprospectiveseveralsmal1 scale irrigadon
projectsand/or血ge scale irrigation

project
in Ewaso Ngiro River,

To formulate aruraldevelopment program composed of irrigahon developmentwithits special

emphasis to small scale, better rain-fred fmgand pasturage, horticultureintroducdon, nual

road, better post h肝VeS血g and marketing, rtqalcredit, agriculturalsuppo血g services,

To designthe small scale iTTigation pro)ects to be identiiiedand large scale irrigadon project

which may be id血fied, to evaluatethefeasibilityin terms
of costand benefit, teclmological

soundness, insdtudonal ammgementand building,and environmentalimpact,and to preparethe

pro)ect implementation
program.

6. Remarks

The Study area is located in ASAL region,and its agriculturaldevelopment hBLS been hindered by its

less rainfh111 However,there打e ahTeady existing Small scale irrigation pro)ect imitiated by boththe

Governmentand血mersthemselves･ The Study firstly focuses on rehabilitation where requiredand

extension where possiblc･ Prospecdve new small scale irrigadon proJeCtSwillthen be idendfied baBied

on streimflow measurement･Also taken into ac00unt isthe feasibility of introducing large scale
irrigation pro)ectinEwaso Ngiro River･ The project formulation,00nomg small scale irrigation, is

to be based on P如icipatory RuralAppraisal. Horticulture promodon, specially vegetablesand hts

marketable to Nairobi,will be takenintoview withits specialattention sincethe cash emgandthe

related job opportmities could conbibute to detaining youths,thereby acdvatingthe area.

7. Shdy Schedule

The Study is to be divided into two (2) phases; namely, Phase I for `'IdentljicaLionoflrrigatL'on
Projects and Formulation

ofRural Development program ‖and Phase II for =FeasL'bi/砂Stu4yforthe
Irrigation

projects and FoTmu]atL'on
of the Project lmplementaEion Program

〟

:

ProT)OSedSbdySchedule

M○m血 I 2 3 4 5 6 7 S 9 10 ll 12 13 14

PhaseI

PhaseⅡ
--■lllllll--
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The FeasiL)ility Study on Agricultural atld Ruml DevelopmeTIt Project
along the Sabaki River

l･ Study Area･･ Area spreadingalong bothsides of Sal)aki River in Malindi Dis由ct

2･ RespotLSible Agency: Minisby of Agriculture, Livestock Development皿d Marketing

3･ Coordinating AgetLCy: Land Development Division & Horticulttd Development Division

4･ Project Objectives
The short-term projectobjectives訂e

1 )to develop agicultural1ands byintroducing irrigadonfromthe

Sabaki River,2)tomitigate povertycurrently prevai1inginthe area, 3)to create new agriculturalrelated

job opportmides contributing to
ruraldevelopment, 4)to increu fmers'income throughagicultural

development, 5) to
co止ibute tothe development of ASAL Regions,and 6) to create export-oriented

agriculture by introducing horticulture. The long-term
projectobjecdvesare I) to

conbibute tothe

counby'sfood sec血ty, 2) to contribute to Forexmig,and 3) to
contribute tothe nationaleconomy-

5･ Scope of die Study:

To carry out a baseline suⅣey composed of topography, meteorology, hydrology, land

uti1izadon, agriculturalproducts, agriculturalsupporhng services, post h打VeStlng皿d mau･k血g,

nadonal皿d regionaleconomy, rtualsociology, demography,ruralroad networkand its

inventory,and others as required,

To identify打eaStO be feasibly agricultural-developed by introducing irrigation, which liealong

bothsides of Sabaki River,

Toformulate Agriculturaland RuralDevelopment Master Planinthe Study areaand to identify
highpriorityproject(s),forwhich attention shall be paid to

exploi血g Sabaki River by gravity
but not pump,

To preparethe agriculttualandruraldevelopment plan fTorthe highpriorityproject(s)to be

identified bythe Master Plan,

To evaluatethe project(s)'feasibilityin
terms of costand beneGt, teclmologicalsoundness,

institudonala汀angementand building,and environmentalimpacts,and

To prepare the project implementadon program･

6. Remarks

The Study打ea, locatedalongsidethe Sabaki River, has a great potemialityfor agriculttwal
development aLS indicated bythe once-flooded pl血area spreadingalongsidetheriver,触1e soil

suitable f♭ragricultural development,andthe peremialSabakiriver which is to bethe sotuce of the

irrigation･ The Projectwould greatly contribute tomidgatingthe povenyinthe aqea atthe imitialstage

of the development andthen enl1BLnCetheruraldevelopmentwiththe imigable agricultural land to be

created and new
sociedesI The area couldalso be a base for producing export-oriented horticultural

products specially血Iits. The products could be well marketed towardsthe Middle Eastvia Mombasa

port, substitutlng Philipplne-Ongmated-products currently prevailinginthe Middle East afterthe

collapse of Somali products･Also pointed out isthatthere au･e only two (2)riversflowing throughvast
ASAL reg10nS tOWardsthe hdianOcean; namelythe Sabakiandthe Tana Rivers,andthe Projectis
done inthe ASAL Regions on whichthe KenyanGovernment is currently placing highdevelopment
priority.

7. Sttldy Schedule

The Study is to be dividedinto two (2)phases as below:

- Phause I: Formuladon of the Master Plan皿d Idendfication of the Prospective Project(s)
- Phase II: Evaluadon of the Feasibilityand FormAntion of the Projectlmplementadon Program

ProT}OSedStudySchedule

Month 1 2 3 4 5 石 7 令 9 1○ ll l2 13 14 15 1¢

MasterPlanSttldy
:::ヨ

l■■■■一
H
Ⅶ■¶ l■■■‖

FeasibilitySーudy

H

l
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＜象牙海岸共和国案件現地写真＞

Koubi地区の「象』国建設による中規模ダム。貯水池よりのポンプ灌漑によりパイナップル

等のスプリンクラー灌漑を計画していたが、利用度が著しく低い。

Koubiダムの下流に広がる水田。圃場整備を行うことによりダムよりの水田灌漑を拡充

しうる。
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Yamouskro近傍の堆砂によって破棄されたダム。嵩上げを行うことにより再利用が可能であ

る。

地方道の状況は劣悪であり、農村開発にあたっては、農道整備も重要なコンポーネントと

なる。



焼き畑直後の状況。陸稲の作付中である。

焼き畑2年後の状況。雑草が生いしげるようになり、地力も衰えるため3年後には

遺棄される。
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陸稲作付状況。

キャッサバ作付状況。
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天水による水田状況。

米は原種に近い赤米である。

優良種子は一部の事業地域を除き

天水田では使用されていない。
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水稲刈り取り状況

水稲脱穀状況。ロスが多い。

Ⅲ-25



＜ケニア共和国案件現地写真＞

ケニア国における典型的な天水農業状況。メイズが栽培されている。

天水農業による

メイズ栽培
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南東地区における小河川。キリマンジャロの湧水が源流。地方農民によって一部灌漑に

利用されている。

南東部地区のサバンナ状況。降水量が500mm以下と少なく不安定な天水農業、放牧を

行っている。
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サバキ河全景。4月は雨期の始まりであり、濁流となる。

サバキ河近景。
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園芸作物（野菜類）作付状況。
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